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5 万分の 1 地質問幅

説明書
イドンナップ岳ゆ1/路一第 56 号)

北海道立地下資源調査所

北海道技師鈴木 守

f石川一 d?i ノトrJ I 内 匝巴

fr-1J j公井公

北海道嘱託 1& 辺 !伊作性l~、-

はしがき

イドンナップ地質r;s]幅および同説明書は，昭和 31 勾てから昭和 34 1 i ーまでの 4 年間にわた

って，延約 340 FI 間を r均して行なった野外調査結果をとりまとめたものであるご

野外調査にあたっては.北海道_\'/.地下資源調子t所内勾純俊扶nijiにはコイボクシピチャり

川流域の調査を，同松下山方J主n日iにはぺンケアプカサユ/ベ川流域とその南部地域の調査を，

同斎藤昌之技師にはクロム鉄鉱床を，同三谷rri利技師iには v ェユノベツ川上流の新第三系の

発達する地域の調査を，北海道大学理学一部地質学鉱物学教室の太田円JH!'~_[つに{ま比デm上

流域その他一部の地域の調査を，まずこ， y;lt内高等学校の浦野龍一氏にほシェシベツ JII地域

の一部の調査を，それぞれ協力していただいた

また，現地においては，北海道電力株式会社土木部工事課および岩清水発電所連設所の

各1;1:から多くの便宜をはかつていただいた

さらに，この説明書のとりまとめにあたっては，北海道大学理学部地質学弘物学教室の

舟橋三児助教授および橋本誠二教授から，いろいろの御教示と li~ 論をしていただいたてさ

らに，橋本教授には資料の化'予分肝をしていただいたさこれらの方々に厚.くお干しを申し上

げる c

I 位:ii"{t-.. よび交通

この図幅地域(ま，北緯 42'30'~42- 40' ，東向 142' 30'~142"45' の凶固で，日高山脈中部の
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第 1 図位置，交通凶

西側をしめる地域である。行政区劃のうえでは，日高支庁の管轄下にあり，図幅地域の西

北隅の宿主別川流域は平取町に，新冠川流域は新冠村に，中央部から東側の地域，つまり，

vュシベツ川流域からコイポクシピチャリ川流域にかけての地域は静内町に，それぞれ属

しているつ

図幅地域のほとんど全域が険しい山地帯であるために，全く村落はみられない。

-2-



この地域にはみごとな!反

対林が発達しているとこの

ため造材事業がさかんに

行なわれているさしたがっ

て，そのための施設が新冠

川ゃν ェシベツJ[[地域に，

数カ所建設されているとそ

して，木材搬出のための林

道が各河川にそって敷設さ

れており，さらに奥地へと 第 2 図 シュンベツ川中流地域から上流地域にかけては道

延長されつつあるコまた， 路がないので，川ぞいに迎行しなげればならな L 、

北海道電力株式会社による円高地域電源開発計i白|の進展に ft:/d:って，新冠川上流や、ンェこ/

ベツ川上流地域に調査歩道が開さくされている。

この計画のうちの一つである，岩清水発電所が新冠川中流地域に建設されており，すで

に発電が行なわれている c いままた，奥新冠発高所の建設工事が実施されており，新冠川

上流に川ぞいにジープ用道路が間さくされている。

このような発電事業の進展にともなって， I司幅調査の当初には，全く道らしい道もなし

きわめて遡行が困難であった所さえ，今では自動市道路が通じており，容易に調査ができ

るようになった。しかし，コイポク νピデャリ川流域には，このような開発道路は開さく

されて l ユない。

II 地形

図幅地域の大部分は，全く急峨な山地帯から構成されており，この間を流れる河川は急

流となって流下している c 日高山脈の主穫は，この区11幅地域からわずか東側にはずれた

位置にあり，この地域には，その出尾根のような形で西に張り出しているナメワッカ JZ

(1, 799.1 m) しか分布していないc 悶幅地域に分布している山稜は，円高山脈の主稜にほ

ぼ平行な NNW-SSE の配置をとっており，2 )iIJ の分布がみとめられるc そのうちの 1 列は，

[~1幅地域の中央部fJj[に分布しているものであり，北から南へ，イドシナザプ店(1，747.8

m)，大山 (1 ， 361. 0 m)，ノミンペツdJ (1 , 336.5 m) の )1日で並んでいるc 他の 1 JIJ は， l~l幅

地域の西側にみられ，ピワ吊(1，134.1 m(のほかに 900m 内外の山稜が分布してl) る -0

-3-



方，これらの山稜の聞は凹地形をつくっており，同じ方向で分布しているコこれらの配置

の形態は，それぞれの地域を構成している地質と密接な関係をもっていると;考えられるっ

すなわち，山稜部は，この地域の基盤岩類の分布地域と一致しており，凹地部は，より新

しい時代の地層が分布している地域と一致しているつこのような事実は，いうまでもなく，

地質時代による構成岩の岩質の在いや削長IJのうける度合の1主し〉によるものであるが，それ

ぞれの地域の界j;手足劃も反映しているものと考えられるつ

図幅地域内を流れる河川は，すべて太平洋にそそいでいるコこれらの河川のうち，その

源が日高脊梁山脈にあるものに(ま，新冠川，シェンベツ川，コイポクシピチャリ川などが

あるつまた，まえにのべた西側の山梁部にその源を発するものには，宿主別川と比宇川が

あるコ前者は在日、平川と，後者は)手賀川!と，それぞれ合流するづこれらの河川の流路の方向

性は大きくみると， N-S 系と E-W 系のものが多いョこの方向性は基盤に発達している断

層系の方向とほぼ一致しているつこれらの河川の流域は，一般に包崖をつくっており，ま

た水量が多いために，各所にj迎行困難な筒所が発達しているつ中でも，新冠川とシュンペ

ツ川の上流流域は，急/出の連続する急岐なところでよくしられているつ

第 3 図 シュンベツ JII Ij，流の渓谷

(日 i南西禄構造市の輝緑岩地

域)

第 4 図 白望系の発達している地域

の地形は，かなりゆるやかで

あるコ(新冠川中流)
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これらの各河川の沿岸にそって河岸段丘が発達しているのとくに，白主系の地層の分

イj) している地域にその発達がいちじるしいっ段丘は，河床からの比高によって，第 l 河段

正と ~2 河段正とに分けることができるコ第 1 河段丘は比高 40m~120m までの問に，ま

た，第 2 河段丘(ま 5m~20m までの間に，それぞれ発達している。

III 地質

1).~I)

III.1 地質概説

イドユノナザプ閃幅地域(ま，北海道中軸地帯とよばれる特ちょうのある地質構造発達を行

なった地域，すなわち， 日高地|旬斜から日高造山;'£:動へと大きな地殻変動をへてきた地域

の一部にあたっているノしたがって，金収的にいちじるしい擾乱をうけており，きわめて

複雑な摺 Ilh 構造を形成しているほか，各種のせん断 f!? が発達しているつ

この地域にす布している堆積宕類は，大きくみると先由主系，白望系，新第三系に分類

することができる〕先白望系の堆積岩類ほ， ヒ・下二つの地層にわけることができるコ下

部層辻，おもにチャート，砂宕，粘 i!z 岩類から構成されているイドンナップ層で，上部 j昌

は，おもに輝疑 l花岩から構成されている岩清水層であるつ

これらの地層ほ，この地域の!占盤を構成しているもので，ともに日高地向斜の堆積物と

〆与えられる寸これらを不整合におおって白宝系および新第三系が発達しているっその分布

の形態は，あきらかに正盤の地質構造を反映しているものとみられるコ

一方造構単位という観点から，正予品構造をみれぽ，つぎのように区分することができるつ

西 神店内津帯

-・白望系

企(日高西校構造有 j;
日高.;行} 功、午

l 日高前校間曲 fT-H ・ H ・..…新第三系

東 日高中 *~l 変成':i t

これらの各造構造単位は，それぞれ NNW-SSE 方向をとって平行に配列しているが，

さらに白主系の分布の形によって，これらの帝状配列が強調されているっこれらの各単位

従来， 日 [I;;j ，~g: の埠緑凝灰岩 i市とよぼれてきている地市であるが，この凶幅説明書では

日丙西縁構造帯と仮称したっ

従来は，不変!走日高，日?ともよばれているが， この図幅説明書では日高前緑摺曲市と仮

称 Lt ニコ

-5-
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第 5 図 イドンナップ岳図幅地域模式地質柱状図
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は，それぞれ特ちょうのある構造をしめしており，また各構造単位にみられる火成岩類あ

るいは変成岩類の性質にもかなりの違いがみられるこ日高，;ij;の中心的1\'[(rlj:をしめていると

みられる中軸変成，;ifは，このi司 1隔地域では，東北端古~~にわずかその一部が分布しているに

すぎない一その大部分(まf!11 !日'i:火成岩あるいは，その変成岩からでさており，いちじるし

いt!?状配列をしめしている戸前村摺fill;出:は，まえにのベアニイドシナザプ層の主要な分布地

域であり， 一般に， ulc成ili劃や定成作用は C" ちじるしくないごしかし，小別模ではあるが，

スピライト質岩類や蛇紋行その他の火成岩支店が丘イIi している(また，黒色千枚岩や乱J~色片

岩質の剥変成岩知:がみとめられる r1 高西村構造叩;は，スピライト系の輝対岩夜合j立入帯

から構成されている やII日 1'11\戸市(ままえにのべだ不安J成中 '![lh;hUj と類似の'ドI:質をしめしてい

るが，とくに大刻模なスピライト質岩類とそのi疑問質岩類によってね:ちょうづけられる。

また，月i模のやや大きい蛇紋岩体が分布しており，そして，合らんせん行岩のような前村

摺IIIIHYにはみられない支成岩起がみとめられる

第四系は，大きな河川にそって発達している河岸段丘と，ナメワザカ日の北東部に発達

している圏谷がしられているにすぎなし

III.2 堆積岩類

III.2.1 先自重系

まえにのべたように，先白望系は，イドンナップ層と岩清水層とにわけられる。両者の

関係は，明らかに整合とみることができる c ともにほとんど化石を産出しないので，その時

代を決定することはひじように困難である c しかし，イドユノナザプ層の上部から産出した

化石は，ジュラ紀のものの可能性がつよいハ

岩清水層およびイドシナザプ嵐の時代は，おそらくジェラ紀とみられるが，イドユノナザ

プ層の下部はあるいはトリアス紀にかかる可能性がある c

*ヰ

イドンナップ層

この地層は，白主系の発達する東部地域の前枝問[til併の大部分をしめており，また，そ

の西部の地域(神居古i草帯)にも小結聞に分布している c チャート，砂岩，粘tJ.~岩を主と

し，そのほか，石川岩，輝ネJ~凝りミ岩のレンズ状休や薄!吾をはさんでいる

北海道の中宍地域でl" ままで得られた資料から J考えるならは、，この間隔地域の神居古湾

ホ 目下鑑定中であり，まだはっきりした結果は得られていないと

この地層は，地質図で、は，チャート (He)，輝緑凝灰岩 (Hs)，石灰岩 (Ls) および

砂岩・粘板岩 (Hd) の各岩相にわげてべつべつに塗色しである
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帯に分布しているイドンナップ層として取りほっている地層は，山部層の下部属とみられ
~). ,j)

ている芦別川上主質岩層に対比されるものと推定されるっこの地層を，日高前禄摺曲帯に広

く分布しているイドンナップ層と同ーの地層としたのは，つぎのような理由からである3

i 地質断面図による推定 (A-B断面図参照)

新冠川中流流域lこは，岩清水層の下位;こ，前禄帯に分布しているイドンナップ層とひじ

ようによく似た地層が北部と高部にそれぞれ分布しているつ北部に帯状に分布しているも

のは， ド盤倶uがミロナイト化しており， しかも，低角度の街上性の逆断層によって境いさ

れているつ明らかに，断層運動によって，岩清水層の下位に存店しているが地層持ちあげ

られたものとみられるコまた，南側に分布しているものは，緩い複雑な摺曲構造をしめし

しているが，シュンベツ川地域に分布しているものにつらなるとみられるっさらに，ミ/ェ

シベツ川地域で，この地層は市東側に分布している枕状構造をしめすスピライトの下部へ

入りこんでゆく状態が観察されるコこのような事実は，岩清水層の下位に，チャート，砂

岩，粘似岩類から構成されているかなりの厚さをもっ地層が横たわっている可能性を暗示

しているつまた，白~W系の分布地域内には，岩清水層とおもわれる輝禄凝灰岩が断層で持

ちあげられているが，この地層とともに，ミロナイト化した粘 iii岩が伴なわれているのが，

一部ではみとめられるコこのような事実は，白主系の分布地域の下部にも，輝緑凝灰岩や

粘板岩が存在.していることをしめしているだけではなく，神居古i草帯と日高帯が近接する

位置にあることをもぷ味しているつ

このような地質現象からみると，岩清水層の下位の地層が，前禄市のイドンナザプ!首と

同ーの堆積盆の中の一連の堆積物であるという考え方が導きだされるつ

ii 層序および岩質

i の解釈が正しいとすれば，これら両者の層序関係や岩質などに共通するものがあるは

ずであるコ現段階では，鍵層がないためにまだ詳細な層序を確立するまでにいたっていな

いっしかし，大きくみると，第 6 閃のような層序であらわすことができるつこの図からこ

れらの 2 つの地届の間には，ひじように共通している要素が数多くみ出されるコこれらを

構成している各岩石を比較すれば，つぎのとおりであるつ

半 この場合，次のことが考愚されねばならないコすなわち，神居古 ;11 貯に分布しているも

のは，岩清水層に接する上部の付近しかみられないこと，一方，日高市側では， 逆に

上位の岩清水層に相当する地層が分布していないこと，そのため，この地域のものより

さらに上部層が現われているとみられる，北部幌尻岳|泣幅地域の資料をも加えて検討

したっ
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1:新冠Jl IIIJ流 (The mid-streamofNiikappugawa)

2: 新冠川下流 (The lowerstreamofNiikappugawa)

3: プイラルベツJ1 1 (Puirarubetsugawa)

4: シュンベツ川上流 (The upperstreamofShunhetsugawa)

a 輝椋凝灰岩 (Sohalstein) b 枕状情岩 (Pillow lava)

C チャート (Chert) d 石灰岩 (Limestone)

e 砂岩および粘恨岩 (Sandstone andslate)

F 断層 (Fault)

第 6 図地質柱状図 (Columna section)

1) 岩清水層の下位の地層には，は色チャートを交えた赤色チャートの発達がいちじる

しいコイドンナップ j再の上部の同属準と考えられる付近にも同じようなチャート類が発達

しているっそして，どちらも多量のラジオラリヤをふくんでいる (PL 1) っ

2) チャート層の|司に J宍在しているも li ほ岩の中に，両地域とも，石灰岩体が介在してい

る。これ:ま，将来より精密な調査が行なわれたならば，同一層準にあることが明らかにさ
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れる可能'陀がある。

3) 両地域とも，チャート悼の問に分布している粘れ岩の中に，きわめて特徴のある，

fil 色を呈する石灰質頁岩が発達している c しかも， Lf?奇叩;側では，イドシナザプ国の上部

とみられる部分にしか発達していなし

4) 両地域に発達している砂岩は， 1I白川色ないし 14 色を呈する， H: 質叫砂岩が圧倒的に

多く，また，やや細粒のものにほラミナが発達している仁また，局所的ではあるが陳岩の

第 7 図 インドナップ層上部の砂岩

(Laminatedsandstoneoftheupper

partintheIdonnappuformation)

〔新冠川下流〕

発達がみとめられる。 礁の種類には，砂岩，チャートが多く，ほかにスピライト質の岩石

がみとめられる。砂粒は，おもに，石英，チャート，斜長石で，このほかに少量のスピラ

イ質岩片，カリ長石がみとめられる (PL 2)c セメシト腰結物質は1O ~20 ')~で，このなか

に絹雲母などが生成している c しかし，両地域のものをみるとわずかに違いがみとめられ

るが，これは，むしろ二次的変化の遅いとア号えられるわ

iii 火成活動

岩清水層の下位の地層の中には，多数の[1白赤褐色を呈する枕状熔岩が発達している。日

高帯地域でも，数は少ないが同質の枕状情岩がみられる亡このことは，両地域を通じて，

一連の火成活動の場にあったことをぷ H恥している c

これまでのべてきたことから考えれば，岩清水層の下位の地層を，イドシナザプ層の中

にふくめることが妥当であると結論づけられる仁このことは，従来，相互の関係が必ずし
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表比対層地第 8 図

も明らかでなかった，空知層群と日高層群との関係が整合であり，前者が日高層群の上部

層であるということをしめすものと考えられるっこれについて，これまでの資料を，この

地域のものと比較すれば，第 8 図のようであるつこの図から理解されるように， 2 つの届

群名の使い方の聞には，かなりの混乱がみとめられる。このために，この図幅説明書では，

ヰ

エゾ層群の下位の地層を，日高累層群として一括することにしたっ

これまでのべてきたことは，主として，イドンナップ層の上部にあたるとみられる部分

についてであるっ多量のチャートの発達している部分の下部の地層については，まだ，あ

まり明らかでないっこれは，全般にきわめてはげしく擾乱されてており，各種の摺曲構造

をつくり，いろいろの規模の男断帯が発達しているために，詳細な層序を確立することが

困難な状態にあるからである。現在までの資料からみて，イドンナザプ岳の東西に分布し

ている蛇紋岩体の間にはさまれている部分は，おそらくイドンナップ層の下部層と推定さ

れるコこの地層は，わずかに赤色チャートをはさみ，そのほとんどが粘似岩と砂岩から構

砂岩は，細粒ないし中村:のH質llrI!砂岩で，上部のものとよく似ており，一

連の堆積物と考えられるつイドンナップ届全体のj吾厚は，あまり明らかでないが， 3，∞Om

成されている

+と推定されるコ

この地層と日高中軸変成，肝とは，街上断層でお2し〉されており，いちじるしい破砕帯が発

W

I-

これについての詳しい報告は，長谷川潔，小山内照他(1961)

:北地報 25 号で行なつであるので，これを参照されたいコ

この部分は，あるいは，神威[/;図幅のソエマツ沢層に対比できるかもしれないが，

こではイドンナップ層にふくめておいたっ
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迭している c Vュシベツ}II上流の一部では，街上部?府に援して，この地胞の変成されたも
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，その9='にド:主しているfJ~、界，占 :fCZ 万およびナャートこの地層は，

また，この地層の Jit 1\責と同弔伊丹とみらから様成されている

いている c この地ふすでにのべたように，イドシナッス:二ライト

ブ。の上位に発達している地層で，潟地屈はインクーフィユノガ一様の関係で r~ 化してい

はっきりした境界でイドシナザブ屑と区別すること忍 e したがって，

ふ

部にいちおう二つの地界をはで Eきない仁こ

ヰ:'l

第 S 図集 1忠?を 1軍緑 it1 灰お

(Aglomeraticschalstein)(シネンヘツ JII 小説[)

地質上で ~t ，告 1古水婚を，砂す f (Sd) ，千ャート (SC) ，煉絞凝灰有 (Ss) の，各税制

にわけて，ベつべつに塗色しである

枕il~ 燃岩 ft ，その日発な{行動 i]~ ， この池間の oil t' {Rおとあったミとは礁かであるが，イ

ドンナップ今宮/I::判こもかなひ介手足して L 、る r この地質問総では，ニれを，:it証明から除い

て火成岩の項で~li.りぬってある

容 i青 71';:併は，中有It止の司 flf 主防や黒松内問のような，大まかな勝準をあらわす岩相とし

決シ

て以り扱った )i 力、ょいと考えられる。
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第 10 図 府理をしめす輝緑凝灰岩

(Laminatedschalstein)(新冠川支流モーレノレカシュベ沢〕

岩清水!討を構成している主な堆積岩である輝総凝灰岩ば，大部分が集塊質凝 r}~ 岩あるい

は灼樵凝!必岩である一このほか，局所的に杭状凝!長岩がみとめられる

これらの凝氏岩の中にふくまれている角疎ほ，いろいろの大きさのもので，おもに枕状

熔岩にみられるものと同じような否仁状構造をしめす岩質のものである c このほかに， 1

em 以上にも達するチタン質の単斜輝石を多数ふくむ斑状岩や斜長石の大型斑11ffを多数ふ

くむスピライト質坊岩がみとめられる c これらの礁の聞を埋めている基質部も，ー椋では

なく，いろいろの岩村がみとめられる c そのうち，最も普遍的にみられるものを，顕微鈍

下で観祭すればつぎのようである (PL 3, 4) 亡

焼 IHI のいちじるしいれ:状斜長石が，方的Jttをしめして配列しており，この間を，ガラス

あるいは~~jt泥石が充坑し，ちょっとみると熔結凝町岩様の構造をしめしている c また，こ

れとはわずかに追い，ガラス質部がれJ~iJt石の聞に円形に残存しているものもある。しかも，

このような構造をしめす部分 f~j体も，片状!;~j~iJ日石集合部あるいは方解石脈に，ハザチ状あ

るいは荷台状になって残されていることが多い σ また， このような部分には，大型のチタン

質単斜輝石が，かなりみとめられるほかに，斜長石片も少量みとめられる c

堆積時のラミナの発達している，縞状の凝町岩には，民質のものと石町質のものとがみ

とめられる。山質の岩十はは，チャートとの境界部付近に，また，石氏質のものは，集i鬼質
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および角礁凝灰質岩の中に，それぞれ発達していることが多い。

珪質岩相は，ひじように細かな緑泥石，石英，斜長石から構成されている。これらは，

定方向配列をしめしている。斜長石は，携曲のけんちょなものであり，また，石英はチキ

ートを構成しているものと同質で，結晶輪かくをしめさないものである。

石灰質岩相は，大部分が微細な方解石からできている。そして，この聞に，携曲のけん

ちょな柱状斜長石片や，石英粒が少量みとめられる。これらの聞に，定方向をしめして，

赤鉄鉱の徴粒が多量にみとめられる。

この地層の中に発達している，砂岩，粘板岩およびチャート類は，イドシナップ層のそ

れとは，大きな違いはみとめられない。

IIl.2.2 自彊系

イドシナップ図幅地域の自主系は，日高西縁構造帯と神居古j草構造帯の 2 つの構造帯に

はさまれて，複向斜構造帯を作って分布している。このような分布上の位置づけは，この

図幅地域だけでけではなく，けり舞川から空知川地域まで，南北 1∞ km にわたって，ほ

ぼ同じ構造をとりながら連続しているつまた，層相も，ほぼ連続して追跡することができ，
半

つぎのように区分されている

上部エゾ層群千呂露川層

rカンコシナイ沢層

中部エプ層群(新冠川層

1額平川層

{型空里1型層
下部エゾ層群}

l三石川層

一一一一一断層

先白主系

この図幅地域には，下部エゾ層群と，その上lこ不整合で発達している中部エゾ層群とが

分布しているつまた岩相によって医分すれぽ，下部エゾ届群下部の三石川層，中部エプ層

群上部のカンコシナイ沢層は，断層で尖われているつ

両層群は，複向斜構造をとっているにもかかわらず，東西両翼での分布は対称的ではな

いコそれは中部エゾ層群下底の不整合の状態をあらわしていると同時に，一方では，過摺

曲と断層 lこもとづくものであるつ

ごI' 小山内照，松下勝秀 (1959) ， (1960) , (1961) 日高山脈西村の白望系 I， II, III 地下資

源調査報告 21 号， 24 号， 25 号
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a 頁岩 (Shale) b 凝灰岩 (Tu任) c チャート状凝灰岩 (Cherty tuff)

d 砂岩頁岩互層 (Alternation ofsandstoneandshale) e 砂岩(Sandstone)

f 縞状砂岩 (Banded sandstone) g 穂岩 (Conglomerate)

h 基盤 (Base) K3 鍵層 (Key bed) F 断層 (Fault)

第 11 図柱状対比図

(CorrelationchartofcolumnasectioninCretaceousseries)

両!語群を通じて，化石の産出が乏しく，明確な時代決定ぽむずかしいっしかし， I首相上

の持ちょうは，日高山脈両味の自宅系を通じて追跡することができ，時代のほぼ確定され

た地域との対比が可能であるつ

下部エゾ層群

双珠別川層 (L)

この地層は，白'ifl系向斜イ;;:の東翼の，白主系と H 高西村 t構造帯の rj~ 界陸 i上断層前縁部に

だけ分布しているムしたがって，いちじるしく寸断された If;，で分布しており連続↑生にきわ

めて乏しいっことに閃!隔の北部地域では， i.rf1Jj二断層の下にかくされていることが多いっま

たドイ立の地層とは，いずれの地点でも断!亘で接しているので，直接の関係はみることがで

きないっ

主な発達をしめしているイドンナザプ Jll およびシュンベツ川の東翼部では，砂岩と頁岩

の互属を主体とする)副甘からなりたっている

-~':tに，細粒~中枕の版状砂岩と，頁岩の薄互!昌で構成されているが，砂岩や頁岩の介
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在量や厚さは一定していない c 砂岩には，しばしば粗粒のものや，牒質のものがみられる。

イシドナップ川と Vェシベヅ川に発達している双味別川国は，大まかには同じ構造的位置

に発達しているものとみられるが，両地域の層相は，やや返っているとイドシナザプ川で

は下部が砂岩に富む互属で構成されており，中粒~i1l粒塊状砂岩を扶んでいる亡上部は，

しだいに頁岩に富む薄互届(1O~15 em の交互属)となり， 中部エゾ層群の下氏にほ，破

砕された頁岩が接している亡一方， ν 工ンベツ川では，下心lから，頁岩に富む湾互!言，砂

岩に富む互層，頁岩に富む互!醤のjI恒に蕗出していると

この地層の厚さは，民出している部分でおおよそ 100m +であるが，断同で切られてい

るため，点の層厚をしめしていない c

中部エゾ層群

この図幅地域の中部エゾJ~群は，岩相によって，さらに，制平川層および新冠川屈の 2

つの地層に分けられると

中部エゾ層群は，明らかに不整合関係をしめして，下位!員と接しているぞ日高地域全般

を通じてみると，この不整合は，南部ほど下位層を削り，まだ白望系の複向斜帯の西翼ほ

ど下位!昌と接する特ちょうをしめしている c この閃幅地域でも，例外ではなく，向斜の西

翼部では，岩清水層と，東翼部では，下部エゾ層群と按している c

中部エゾ層群の特ちょうは，1)下部の額平川闘の属相変化がかなりいちじるしい， ~)凝民

岩が，ひんぱんに介在していることである。

額平川層 (M1)

額平川!曽は，北部地域では，東翼部が複II~J斜を形成して 2'1+¥に分かれて広く分布しており，

西翼部の分布は少な l~c また南部では，西翼部で複向斜が発達して 2 惜に分かれている c

複雑な摺曲や断層によって，地層の走向・傾斜は，かなりみだれている。とくに，東翼

帝では複雑な，過摺Ill]，微摺出l'iH:が幅 1km にわたってみとめられる p しかし，一般的に

は， N 10つ~20' W , 50c~80 二 NE の走|臼・傾斜で，多くの場合，東側に逆転傾斜をしめし

ている c

まえにのべたように'詔平川層は，下位!吾を不整合におおって発達しているに不整合関係

を最も模式的に観祭できるのは，南部の西翼帝であるとことにイドシナザプ川支流の崩れ

沢では，第 13 f'Sl にしめしたように，岩清水!爵の輝総;宕熔岩の不);\~則 td: lfiiJ二に直接操質砂

岩，または疎岩が発達している c ところが東翼部では，下部エゾ層群双珠別川届の上に平

行不整合に厚い礁岩が発達していると第 141司はイドユノナザプ川地域の中部エゾ層群と下

位属との不整合関係を模式的に示したものである。

-16-
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下部張、婁r:群

第 13 図 額平川層の凝灰岩鍵層 (K3) 以下の層相模式断面

(Atypecrosssectionoffacieslieingunderkey

bedintheNukabiraformation)

この地層は，基底礁岩，礁質砂岩，頁岩，凝灰岩などで構成されている。

陳岩(ま，小豆大から人頭大前後の円瞭，角礁などからなり，礁の種類は，輝緑凝灰岩，

輝緑岩， F!J2砂岩，粘ほ岩，チャート，石灰岩，玄武岩質および安山岩質岩石などであるコ

主質(剖日粒砂岩の場合が多 l ユが，まれに新冠川本流の上流道路切害!Jの露出のように頁岩の

こともある。

砂岩にほ，世 1粒のものから細粒のものまでみとめられる。下部では，一般に粗粒で塊状

の産状を呈しているが，ーと部では，頁岩と薄互!甫の状態をしめしている

頁岩は，一般に版状の層理をしめしており，砂岩のラミナの発達しているものが多いっま

た，、ンノント岩質のものがしばしばみられる。下部では薄層として砂岩の中に介在し，上部

では砂岩と互憎していることが多いっしかし，イドンナップ JII 流域のように，厚層で発達

する場合もある

凝児岩は，氏白色または淡青白色を呈する細粒激密なチャート状の産状をとるものと，

ば白色を呈する祖しようなものとがみられるつともに 1 枚の厚さが1. 5m を越えることが

ないコ砂質凝灰岩または凝灰質砂岩および頁岩などの互層状態をしめしていることが多

い(第 15 閃)コ

この地層の届相は，おおまかには，下部から， J~~ 底疎岩)員・砂岩層・砂岩頁互!醤の，垂直方

一 18 -



M1 : 額平川同基底 PI: 枕状惇岩

(ThebaseoftheNukatiragawaformation) (仁 illow lava)

〔シュンベツ川支沢崩れ沢〕

第 14 図 A 中部エゾ層群基底の不整合部

(Thepartindic なting uncomformitybεtWeen theMiddleYezogroup
andthepillowlavaoftheIwashirrjzuformation)

第 14 図 B Aの拡大写真
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第 15 図 徹子 JII 同 rll の凝灰宕の産状

(Theoeeureneeoftu 仔 in theNukabiragawaformation) (新冠)II)

liD の l首相交化をしめしているつしかし，これらは~~域にわたって一総な発達をしめしてい

ない。つまり，南北および束尚のぷ平方 l(eJ の!尚、がいちじるしく変化する持ちょうをもっ

ている σ また，それぞれの!掃の厚さの変化もはげしいゥ

i~ ，Jjζ奇襲ままは Iま iま全域にわたってみとめられるが，球況の棟、校の大きさ，球主与の!字さな

どはかなり，灸 '1 じにとんでいる J ことに東議 Ti? と西安司?では対称日むな者異をしめしてい

る。

人民大前後，まれに 20 x30x50em 大のフロ

ックを含む

角機， 一位門機

淘汰不良

厚い .20-50m+

夜襲 fij:

殺の大きさ i 'J 、ぱ大~指頭火

微粒の形状|ト IJ 燃，刺殺

機岩の状態|やや淘汰されている

磯岩の厚さ?専い， 10-50em

東 望望 ~~i;

新冠 ill 本流では，二地点 lこ磯岩の星通'出がみられるコともに人頭太前後の角線をふくみ分

級がわるいっこのような様岩は，イドンナヅプ ill ，キ/ュシベツ III ，ぺンケアブカサンベ沢

などの東翼 11:j~ にみられるコしかし，イドンナップ III 交流の崩沢では第 13~1 のようにきわめ

て， :;~'I寺くなっている今また，ここでは，二枚介化石の破片を散点的にふくんでいる， 1-::1,1:

のベアこ地点では，いろいろな種類の礁をふくんでいるが，ぺシケアプカ沢などの下流では，

輝総岩，輝総凝ば岩機だけで構成されている君事岩もみられる c

機宕のと部 lこは，塊j犬組校砂宏，板状砂岩などが発達しており， しばしば，炭質物や純

物化:行破片をふくんでいるコ上部ではしだいに民去の薄騒を介ぷしはじめ，砂岩・;貞宕の

7写互 i同が浮く発達しているっ局部的[こ，塊状砂宕・*f;{状砂万および頁岩の!詳し h属を介イI:す

- 20-



ることもあるづこの上部にチャートえの凝岩をひんぱんに介目する j語準が発達してい
士

る σ 全般拘にみると東翼借でほ，頁岩の厚!昌を多く快んでいるが，西翼帝では頁岩の発達

がいちじるしいっ三とにイドシナサブ\flf の西翼*では， 250~200 m におよぶ頁岩が発達

しているつチャート況の凝!ゾ〈J吉を正午にしてみると，イドシナップJ II地域でほ第 13 r司の

ような模式的層十[j交化がうかがえるつつまり，凝!長岩は，東翼'貯でほ，砂岩に富む互同の

中に，西翼イザでほ頁岩に富む互固または頁岩層の中に介イf: しているづしかし，北部の新冠

川地域では，むしろ，イドンナップ川地域の東翼，~告と同じように砂汗に富む互!爵の中にみ

られるつ

この地属の中から化石の産出ば，ひつようにまれであるゥただシェシベツ川本流の道昨

の切割りから， )品種十ミリと定の Ammonite ii皮片を産出しているコ

額平川層の!享さは，部分均にかなり異なっているつ一般的に{ま，東翼帯で薄く(約 300m)

西翼111で厚く(約 600m) なっているつ

新冠川層 (M2)

向斜帯の，ほぼ全域にわたって分布している《模式的には，新冠川本流に発達しているコ

この地層の一般走向・傾斜は， N10~30ごW， 40~90二 NE で，多くの場合逆転傾斜をしめ

しているつ下位の割平川恒とは，整合的にかわっているが， J員十日ははっきりと造っているつ

つまり，額平川層の最ヒ部の互層の上に発達する厚い頁岩から，この地層にふくめたっ

この地層は局部均にシノシト岩をふくむが，おもに晴氏色を宝する頁岩の!手層からできて
古メレ

いるっ粗粒~細粒砂岩の単層 (1~3 m) ・砂岩・頁宕の薄互)再 (3~50 m) , !天白色ベシト

ナイト状の凝;必岩の薄)爵 (l~lO cm) ， m. しような凝!ぽ岩 (20cm~1 m)，凝灰質砂岩

(20cm~3m)，チャート状凝灰岩(1~3 m) などを介だしているが，これらは，一定属準を

しめしてないっ団球帯もしばしばみとめられるが，化石はほとんど包蔵していないっまた

Inoceramvs や Ammonite を産出する化石'市もみられるつ北部の新冠川流域では， この化

石帝と，チャート状の凝り〈宕・組しよう凝l必岩などとの組合わせは，かなりな範囲にわたっ

て追跡される勺したがって化石帯は，ほぼ同じ層準にあるようである η この属準は，新冠

川層の旦民から，新冠川では約 700~8∞ m，イドシナザプ川では約 400~500m 上位にみ

とめられるつサツナイ沢一ヒ流・新冠川本流・ホノレカン沢上流・イドシナザプ川本流などに

地質凶では，とくに頁岩の厚層，および凝灰岩をひんぱんにはさむ部分を部層として

塗色してあるつ

林 地質凶では，とくに，厚い互府部および砂岩をひんぱんに介在する部分を部層として

塗色したっ
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みられるが，南部の己/ェシベツ川流域では，まったく発達していない。したがって，南部

では， J:部を失っていることになる c

この地層を構成している頁岩は，下部では似状!再開ーが発達し，砂質のラミナを介'0:する

ことが多いが，上部では，チリメンjえになって，細片に {i釘ill~ されやすくなっているこまた，

北部の新冠川地域では，全般向ちに黒光りする粘川岩様のタト観を呈している c

'f11 しよう凝りく岩・凝り〈質砂岩には，黒雲母を多量にふくんでいるのが特ちょうである。

まえにのべたこの地層の化石帯からは，つぎのような化石を産出している。

Eucalycocerasst.
11)

InoceramusconcentricusParkinsonvar.costatusNAGAOetMATUMOTO

Inoceramusdr.incertuslIMBO

Inocervmusdr.hobetsensisNAGAOetMATUMOTO

InoceramushobetsensisNAGAOetMATUMOTO

Inoceramusdr.yabeiNAGAO et 恥1ATUMOTO

Inoceramussp.

これらの化石からみて，その時代は，上部ギリヤーク世をしめしているとおもわれる c

この地層は，断層で切れ，また宿曲していることが多いため，真の層厚を算出すること

はむずかし l) が，新冠川流域では，おおよそ 1000 m 土 c イドシナザプ川流域では 500m~

600m である。

III.2.3 新第三系

力シコシオウマナイ沢層 (Tk)

この図幅地域にほ ， V ェシベツ川上流地域の変成帯西校の街上断層の jG::くと，力主/ゴジ

オワマナイ沢流域の， 2 カ所に分布している。

その分布の%は，変成帯にほぼ平行であるが， この地層の走向は変成帯と斜交してい

る c 標式均な露出のみられるカキ/コシオウマナイ沢 f~·; 5:では，走向，傾斜はともにいちじ

るし l) 変化をしめしている。しかし，ここでは N-S の摺 Ill] 軸をもっ向斜構造が推定され

る c 下位の地層とは，すべて断層で接しているが，カネ/ゴシオウマナイ沢の校沢には厚い

疎岩国が発達しており，不整合関係にあることがうかがえる F 層厚.は. 400m と推定され

る亡

resemblingEPenlagonum(JUKES BROWN) (松本達郎鑑定)

このような現象は， この新第三系の南東延長部にあたる，神間岳，およひ楽古!7;-[河隔

地域内のものと共通してみられることである c
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E一一

ε矛!. S.S
v Br

I: カシコシオウマナイ対 (Kashikoshioumanizawa formation)

II: イドンアソプナ i (ldonnappuformati 日目}

Sit: シノレトギ 1 (Silt-stone). Li:石!久平} (LiD:tC sto r. e ノ， cht ・ヰヤート (Chert 人

S.5: i予約 (Sandsto 時刻， c-g: 燃宕 (Co ，-， glomerate) ， Br: iiAi 件 'KHBre ごciated zone)

文化.[i!主出!と iti: (Apartoccurrip.gfossilfau 日a)

第 16 [j:g カシコ宇オウマナイ fR.)~のぷ底部付近のスケッ千

(Sketchneartheb且se intheKashi:wshioumanaizaw 乱 formation)

この上歯科には，まえにのベナこ漁万のほかに， 7. い百店!醤が会進じている そして，この

中には中殺ないし村 i討のが行!認をかなりはさんでいる F また.頁去に hJ こ:ヱ，多数の行 1ノピ質

[守派がみとめられ，一郎のものカ I ら 一枚介の化土 iがf~:: 、 3 れた J 繰+ti ふ守主と Lて，料 1\1

大から挙大ていどの様そふくんで (-.1 るが. 1In!三:このりこ符擦を多数もっている部 TT もあ

る ι 伐の程績は，デャー!が ιっとも多く，このほかに，ス l:' ライト質官綴， \三;s，制口紅

砂子"結村正岩などがみとめられる

このJ由 I~:の中から f三したたがこ:ま，つぎのような弓勾がある

Portlandia(Portlande!la)tokunagai(YOK ・) var.hay:JsakailJOZUMI

Yoldia(Orihoyoldia)sagiitariaYOKCYA ，と A

Macomaspp_

Turritelladr_ ni戸戸 ρnica YOKOYAMA

Turritellasp. (大 j民) (北海道大学ュアブ'部地質f:~ム吟紋宝魚 He 恰億三百)

このイヒ行からみると，おそらく JII~ j:j 1言 j屯のと階にだバc: n るものと与えら Z L るが，ある

いは，これよりぷ if の j也持に対 i土 3 れる m百計 tもある
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III.3 変成岩類

この図幅地域にす布している変成岩類には， 2 つのタイプがみられる。一つは，神居石

津持や日高前せ摺GW~告に分布しているもので，きわめて局所的な発達をしめすものであ

るつもう一つは，中軸変成惜の西翼を形成しているものである。前者に属するものには，

准片岩，合らんせん石宕，およびホノレシへノンスがある。また，後者に属するものには，総

色片岩およびセプタがあるつ

III.3.1 準片岩 (Se)

ここで準片岩とした岩石は，ひじように低変戒の片岩質あるいは千枚岩質の岩石であるの

この岩石は，シピナャリ川流域や，この地域の蛇紋岩近入帯の近くに分布しているっとく

に，シピチャリ川流域では， N 15"W, 80 コNE の走向・傾斜をしめして， 600m ほどの幅で

分布している η これは，さらに，隣接する神居民間幅地域にはいって，幅広く帯状に発達

しているものであるつ

一般に，いちじるしし〉剥理性をもった黒色千枚岩，緑色千枚岩，詰質千枚岩，およびミ

ロナイトなどの岩質のものがみとめられるコ

これらの岩石には，条線状の線構造 (striation) や“しわおれ" (crenulation) などが発

達していることが多いっ黒色千枚岩は，粘板岩が手枚岩化されたものであり，ときには多

量の石英と絹雲母が形成されていることがあるコしばしば，各種の砂岩をはさんでいるコ

緑色千枚岩は，おそらく輝線岩源とおもわれるもので，顕徴鏡下で観察すると，長柱状の

斜長石 (0.lxO.3mm) のレリザクがみとめられる。一般に準片岩の中には，片理を切る

石英の細脈が多く発達しているつ

これらの岩石は，この地域では，大部分がイドンナザプ層の砂岩・粘版岩などの変成した

ものとおもわれるが，部分均に岩清;1<.属の輝緑凝灰岩が変成されたと考えられるものがみ

**とめられるつ

III.3.2 含らん・世ん石岩 (Gj)

この岩石は，蛇紋岩近入帯の中にだけ分布しており，現在までのところ，神居古津帯に

しかしられていな PO

*塩基性岩自体，現象形からいえば明らかに変成岩として耳元扱うべきであるが，ここで
は，初掠的には塩基性泣入岩であることと，その方が都合がよいので，火成岩の項で

取扱うことにした 3

キネ 地質図に表現できないスケールで発達していることが多い。
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らんせん石をふくんでいる岩石には， 2 つの種類がみとめられるつ

一つは，紫色を呈する凶質の珪質岩であるつこの岩石は，新冠川中流付近で 1 カ所露出

がみられるほかは，転石としてみられることが多い。

この岩石を顕微鏡ドで、観察すれ ri，大部分がひじように細粒の不定形の石英から構成

されており，この中に到状のらんせん石と粒状の緑れん石とが，多量に散在しているっ

この珪質の基質の中には，放散虫化石が少量残されており，原告が放散虫チャートであ

ったことが確かであるつ

もう一つは，蛇紋岩と角閃岩との同に発達している方解石脈の中にみとめられるコこの

ような賞状のものは，新冠川にそった道路の切割りのところで，ただ 1 カ所しかみとめら

れない、

顕微鏡下で観察すれば，多量の針状結品の集合体をつくっているらんせん石がモザイ

ク状方解石を貫ぬいて発達しており (PL 5)，さらに，モザイク状の石英集合体でいち

じるしく置換されているヮ方解石粒の聞にほ， 2~3 のクロム鉄鉱粒が残存しており，明

らかに蛇紋岩を交代しているものとみられるつまた，らんせん石とは共生していない

が，同じ部分で， )j解石と共生している多目:のざくろ石がみられる (PL5) っ

このような事実は，少くとも，らんせん石の形成が蛇紋岩近入以後の交代作用によって

行なわれたことをしめすものと考えられるフ

III.3.3 ホルンヘルス (Ho)

ホノレシヘノレスは，前にのべたように，シュンベヅ川上流地域の変成惜西縁街上断層に近

接する小:1な同にうま布しているコこのような位置にホルシヘルスがみられるのは，南部幌満

地域と北部のj守防出;?の南部地域がしられているが，ほかでは全然しられていないっこの地

域のものは，ひじように局所的な分布をしめしているために，そのくわし~)性質は明らか

でないっわずかに桃色味をおびた，低変成の黒雲母ホノンシヘノンスである ο

なお，凶幅地域の神居古沖帯の中に近入しているトロニエム岩は，そのまわりの粘似岩

との接触部に， 10cm 内外の範囲でホノレシヘノレスを形成しているつ

III.3.4 緑色片岩 (Gr)

紙色片宕は，変成帯の西端部を形成しており， 1km 内タi、の 1幅で帯状に分布しているっそ

して，西側のイドシナップ属とは街上断層でtftし〉されており，また，東側の緑色角閃石片

状角閃岩とは，男断帯で接している場合と，間に 15m 内外のセプタを介点している場合

とあるつ

:ド トロニエム岩による熱変成現象は，神居計湾*の各所で観察できるつ道中央部の市良野

地域では，このようなホルンヘルスのわり合広範問の発達がしられているつ
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この岩石帯は，北部と南部とでは，その産状に違いがみとめられる c すなわち，北部Lノェ

ンベツ川地域では色を呈する紐I粒の片王型のしJ 】ちじるしい岩質のものだけからできてい

る「これに対して，南部のコイボク v ピチャリ川地域では， i主Jj二断層に JIJ:い側に，いちじ

るしい片理をもった決結色と U(r氏色を呈する岩村が， 20m ぐらし〉から 100m ほどの幅で互

「訴状の形態をしめしている c この場合，変成帯の外側ほど同色を呈するものが多く，内側

になるほど紙色を呈する傾向がみとめられるの全体を通じて，東側ほど再結占1TI皮がつよく，

角閃片!日様の岩質のものにかわっているとそして，それに伴なって，ちりめんじわ様の線

構造がいちじるしくみとめられるようになるむ

年j~色のものを顕微前下で観察すれば，つぎのようである

再結 flf! F'えの弱 L 、ものは，主として，ひじように細粒のモザイク状集合をつくっている

石英と，緑れん石，緑泥石から構成されており，このほかに，白チタン石やちり状物質

が多呈にみとめられる c これらの各鉱物は，けんちょな定方向配列をしめしており，ま

た，微摺曲構造をつくっている (PL6)(

再結晶化のより進んだものは， 0.1-0.5 mm ていどの羽毛状角閃石が大部分をしめて

おり， 多い部分では 80 J，j の量比にまで達している。そして. いちじるしい方向性をし

めしている c また，緑れん石がかなりみとめられる。これは， O.05-0.3mm ほどの粒

状のもので，部分的に濃集 L て緊斑品をつくっているものがあるハこのほかに，少量の

石英や曹長石などがみとめられるが，これらは，片理に平行な脈状のモザイグ状集合を

つくっていることが多いこ角閃石は， x= 淡黄緑色， y= 帯黄緑色， z= 淡緑色の多色

性をしめし，陽起石質であるのそして， 1 部のものに， オフィティッグ様の残存組織の

みとめられるものがあるじ

日吉氏色を呈するものは，石英・絹壬母片岩の岩質をもっている c

顕微鏡下でみると，いちじるしい方向性をもった，多量の絹雲母とモザイク状石英

(径 0.03mm 平均)とが縞状に配列している。佳 i上断層の近くのものは，絹雲母が少なく

なれ粘板岩の炭質物などが残っているものがみとめられるご

以上のべた状態からみると，民色を呈するものは粘同岩を原岩とするもので結色を呈

するものはオフィティック輝石をもった結成岩師、のものであると推祭される。

III.3.5 セプタ CSt)

セプタは，中軸変成 ;Hl'に分布している i主主 d'!:: 火成岩頬の間に発達しており，つぎのよう

南部の楽古岳民!幅地域内においても，おなじような構造的位置に， ミロナイト質の緑

色J1'岩がみられる c ここでは，明らかに輝緑岩とみられる岩質部が姥存しているのが

みとめられるこ

件 セプタは，巾軸変fJX:'肝に ilt 入しているいろいろの塩基性岩類の岩体相互を区切る隔壁

の 7三味をしめす用語である亡この図幅では隔壁を構成している岩石の;音、味で使用した亡
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をしめしている

これを顕微鏡下ーで観察すれば，つぎのようで

ある

な 3 帯にわかれて分布しているつ

1) 訂〈色片岩と緑色角閃石片状角閃岩の間に

発達しているもの; 2) 紙色角間石片状角閃岩

とソーシェノレ石はんれい岩との間に分布してい

るもの; 3) ソーシュル石はんれい岩と褐色角

閃石角閃岩との間に分布しているもの;などで

あるつ

これらは，どの場所でも， 1O ~20m ほどのひ

じように狭い幅のものであるつセプタの両側に

は，一般に，勇断帯が発達しているコ

この岩石は，塩基 'I主岩と接する付近では，一

般にミロナイト質であるが，その中央部は片状

ホノシンヘルス様あるいは黒雲母片麻岩様の岩質

第 17 図 緑色角閃石角間岩とソー

シュノレ石はんれい岩との聞

のセフタ

(Theseptabetweengreen

hornblendeschistoreamphibolite n状ホルンヘルス様のものは，おもに，斜長

andsaussuritegabbro)
石と石英から構成されており，いちじるしい

黒雲母片麻岩と珪質片麻岩

(Biotitegneissandsiliceousgneiss) 斑状破砕構造をしめしているつ長径 1mm て

〔コイボクシビチャリ ill] いどの卵 ;11\の形をした科長石や石英が L 、くぶ

ん方向性をしめして多数散在しており， この間を細粒の科長石や石英が，方向性をしめ

しながらモザイク状にうずめているご O.05~O.5 mm ていどの黒雲母や緑褐色角閃石

は，集合結品をつくっており，大型の斑状結品をさげるよいにうねった状態で発達して

いる 大型の珂状科長石は， An;',;' =21~35 をしめ L，いくぶん汚れているが， 細粒の

ものは新鮮である 黒雲母は，淡黄褐色のものであるーこれらの鉱物のほかに，少量の

単科輝石やカミントン閃石がみとめる CPL7)

J 1麻岩様のものは，おもに ， 1~ 1. 5 mm ていと、のま i長石， :6 英，黒主ほから構成され

ており， グラノプラスティックある L 、はグラニュリティック様組織をしめ L ている♀科

去石は， An だ =21~29 で，いくぶん汚れている黒雲母は，首1]にのべたものより濃色で

あるつまた， これらの鉱物の間に，細粒の科長伝と石英がモザイク状に組合って発達し

ているコなお，一般に，少量の角閃石や不透明鉱物がみとめられる

III.4 火成岩類
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イドンナップ図幅地域内には，いろいろな時期にわたる各類の火成岩類が分布している。

これらの火成岩類は，日高造山運動のながい歴史の中で活動したものであり，地向斜期，

造山期，造rJJ末期の，それぞれの時期に対応するものがみとめられる。

これらは，分布，産状，および岩質から，つぎのようにおおまかに分類することができ

る。

1 スピライト質岩類、

2 緑色角閃石片状角I河岩およびソ-i，ノェノレ石はんれい岩

3 褐色角閃石角閃岩

4 JIB塩基性岩類

5 脈岩類

ゴ).:l).*
III.4.1 スピライト質岩類

スピライト質岩類に属するものには，J!:顕 I品質

のものや顕品質のものなど，いろいろの岩質のも

のがみとめられる。このグループの岩石類は，そ

の主要な構成鉱物である斜長石が曹長石質である

ことで特ちょうづけられる r ここでは，その産状

や岩質などから，つぎの 3 つの型に分類した亡

正規型スピライト類

細粒および中粒輝結岩類

変輝緑岩

正規型スピライト類 (Sp)

曲形的な枕状熔岩部分分析植(新冠川)
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(橋本誠二分析)

この型にふくめられるスピライト類は，一般に， )f:顕品質の火山岩質岩である c この種

の岩石にもっとも普遍的にみPれるものは，いわゆる枕状熔岩である。このほかに，柱状

節理をしめすものや，層状のものが少量みとめられる e これらの岩石類は，すでに説明し

たように，イドユノナップ層や岩清水層の中に，その地質構造に平行な l) ろいろの規模のレ

ンズ状の岩体で多数みられる。また，これと同質のものが，凝同質岩層の中の角礁として

も多量にみとめられる。

枕状熔岩は，この型のスピライトにとくにその発達がいちじるしいが，その名がしめす

ごr~ 従来は，これらの岩石類は，すべて輝緑岩および輝緑凝灰岩として取扱われてきた。し

かし，斜長石の An%や，この岩石にふくまれる Na20，あるいはその特有の構造からみ

ると，スピライトとよぶのが妥当である亡
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1 屑状の正規型スピライト

(Thebedofnormaltypespilite)

2 枕状構造をしめす正規型スビライト

(Pillowlavaofnormaltypespilite)

3 輝緑凝灰岩

(Schalstein)

4 柱状節理をしめす正規1t1). スピライト

(?'~ormal typespiliteindicating

columinajoint)

5 ~I-l粒輝緑岩

(Mediumgraineddiahase)

6 チャート

(Chert)

7 石灰岩

(Limestone)

8 砂岩・粘板岩

(Sandstoneandslate)

9 トロニエム岩

(Trondhjemite)

第 18 図 新冠川中流地域のノレートマップ

(Root-mapofmid-streamofNiikappugawa)
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第 19図枕状熔岩

(?illowlava)[新冠川中流〕

第 20 図 初生形態を保存している枕状情岩

(Pillowlavaretainingprimaryform)[新百川中流〕
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ように，枕をつみ重ねたような産状をとるものが大部分をしめている(第四図)。この枕

の一つ一つは，同転陪円体様の形をしており，長径 30cm-50cm ていどのものが多い。

しかし，場合によっては， 1m 以上にも達するものがみられる。このような構造は，むし

ろ二次的な破砕をうけたためにつくられたもので，初生的には第 20 図にみられるような，

不規則にうねった形をとっていたのではないかと考えられる。実際にこのような産状をと

るものがほかの数カ所で観察できるし，また，まえにのべたような枕状構造をしめすもの

の中にも，このような形態が残されていることがある。乙のような構造が，どのようにし

てつくられたかという問題については，いろいろの解釈がある。これについては，ここで

はふれないが，少なくとも，海底における火山噴出の産物であることは確かである。

枕状構造をとるこの種のスピライトは，一般に，暗赤褐色を呈するものが多い。このほ

かに緑色を呈するものもかなりみられる。そして，そのほとんどのものが杏仁状構造をし

めしているのこれは，さらに，斑状構造をしめすものと，現品をほとんどふくんでいない

ものにわけることができる。

典型的な杏仁状構造をしめしているものを顕微鏡下で観察すれば，つぎのとおりである。

杏仁をとりまく基質は，一般に，ハイアロオフィティック組織をしめすことが多い。し

かし，中にはインターサータル様の組織をしめすものもみとめられる。斑品はほとんど

存在しないものが多いが，稀に斜長石の斑状結晶がみられる。また，輝石は，この種の

ものには，存在しないことが多し、。斜長石は，長径 0.2-0 .4 mm ほどのいろいろの大

きさの，長柱状，板状，短柱状をしめし，ほとんどのものが，外形がくずれており，また提

曲がいちじるし L、。これらの斜長石は，杏仁のまわりで、は，つねにその外形に平行に配列

している c このことは，現在みられる杏仁が，方解石，緑泥石，稀には沸石はよって充

填されているけれども，初生的に形成された気泡で、あったということをしめしているも

のと考えられる。また，斜長石の聞や，斜長石そのものも，緑泥石でいちじるしく置換

されている。さらに，これらの間には，微細な粒状緑れん石やチタン石が散在している。

赤褐色を呈している岩相でi土，これらの聞に多量の微細な赤鉄鉱やチタン鉄鉱がみと

められる (PL 8, 10, 11) 。

うえにのべたものと若干違う斑状岩では，斜長石が緊斑品をつくって多数みとめられ

る。このほか，少量の単斜輝石の斑品が存在している。杏仁の量は，まえにのべたもの

に比較して，ひじように少い。石基は，柱状斜長石と単斜輝石とが填間様の組織をしめ

して組合わさっている。斜長石も輝石も，ともに緑泥石，緑れん石，赤鉄鉱およびチタ

ン鉄鉱などによって，いちじるしく置換されている (PL9) 。

これまで説明してきたものは，枕状あるいは層状の産状をとっているものであるが，柱

状の節理の発達しているものは，これらとは違った岩質のもののようである。このような

産状をしめすものは，新冠川の中流域で， 1 カ所しかしられていない。
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1 本 1 本の柱状体は，やや放射状

に拡っており，また，その断口は楕

円状でしかも玉ねぎ状の模様をしめ

している。暗赤褐色を呈する，ち密

塊状の硬質な岩質で，小さな杏仁が

わずかにみとめられるつ

ピロタキシティック組織をしめ

しており，斑品はみとめられない。

構成鉱物の大部分が， 0.03x0.2

mm 前後の大さの柱状斜長石であ

る。斜長石の聞は，粒状の赤鉄鉱

で充填されているっ緑泥石は，斜

長石を置換して発達しているが，

また，杏仁をうずめて発達してい

るものもみとめられる (PL 12) 。

これまで説明してきたものと，い

ちじるしく岩質の違うスピライト
第 21 図 柱状節理をしめす正規型スピライト

が，新冠川沿岸の数え r所にみとめら
(ルートマップにしるしであるものと同じ〕

(Normaltypespiliteindicatingcolumina れる。この岩石は，第 22-A 図のよ

joint)[新冠川中流〕 うな，輝緑凝灰岩の中の角陳や層状

のブロザクとして産することが多いっしかし，中には岩床状のものもみとめられる。一般

に，灰色がかった緑色を呈する塊状の非顕品質岩である。

この岩石を顕微鏡下で観察すると，つぎのとおりである。

ひじように多量の単斜輝石と，少量の斜長石からできており，これらの間に，緑泥石

で充填されている杏仁が，みとめられるものがある。 単斜輝石は，淡紫色を呈するチタ

ン輝石質のもので，束状，放射状，その他いろいろの不規則な形態で組合わさっている

(P L1 3) 。斜長石は，ひじように汚れていて，はっきりした外形をとっていないものが多

い。輝石と斜長石の聞には，第 22-B 図のような関係がみられ，明らかに，この輝石は

斜長石を置換したものである。また，これらの各鉱物の聞には，緑泥石，チタン石およ

びチタン鉄鉱が不規則に散在している。なお，この中に，方解石一曹長石脈が発達して

いるものが多く，これに伴って，多量のパンベリ一石がみとめられる。

まえにしめした第 22-B 図で，①の資料は上述のような岩質をしめすが，①ではふつう

の杏仁状構造をとるスピライトで，ひじように少量の同質輝石がみられるにすぎない。ま

た，他の資料では，全く斜長石がみとめられな l)o そして，乙の岩石の内部あるいはまわ
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一一ー

① 多!誌のよf' ;f!l均七によって併き換えられている部分

(Pyroxenizedspilite)

① ほとんど海イ _1 の形 Fえされていないふつうのスピライト

(Commonnormaltypespilite)

第 22-A 図 集j見質のす軍液凝I)(岩中のスピライトブロック

(Aspiliteblockinaglomeratics:halstein)

第 22-8 図

①の能分の，奈 i長 1むと単 L斜路;伝

の関係の，顕微鏡下でのスケッ

チ

Py: 単;j\'l;l1j1石

(Monoclinicpyroxene)

日:曹長石質斜長石

(Albiticplagioclase)

りに，パンペリー石を作った湾民行脈が発達している

このような事交からみて， との万七は ilてー規1'dスピラ

イトの交代作用の 1三物とみることができる

繍粒および中粒輝緑岩 (Di)

これるの岩イま，まえに説明した lt 刻現スどライト

績にくらべて， ー般に，かなり tu 粒であること，緑色

を!立すること， ::t 7 1 ティックあるいはサブオブィア

f ック組織をしめすことなどからば別される c 一郊の

ものでは枕状様造をとるものがみられるが，その大部

分のものば)耐えで，去脈あるいは府!利投入と J考えられ

る〉沢体の J手さは ， 5-20m ていどのものが多い ο 白

盟系の東側の日高内段構造帯は，ほとんどがこの程の

岩石の浪合近人体から構成されているものと考えられ

るコしかし，その日付聞は切らかでないの現ヂ tまでの謁

査結果からみると，この阿!隔地域内では，この待の中:こ凝灰質のものはほとんどみとめられ

ていない。全般にきわめていちじるしい倣砕をうけているために，その岩質を識別するこ
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とが困難である。さらに，今後の詳細な調査が必要である。この図幅地域の南東方の神威

岳図幅地域内では，乙の帯にかなりの幅の輝緑凝灰岩が分布していることが報告されてい

る。このような事実から考えれば，この地域では，この帯の深部が断層で持ち上げられて，

あらわれている可能性が大きい。このような考え方を支持する事実として，この帯の幅が

狭くなっている， ν ェワレノレカ V ェペ沢から北部の部分では，わり合均質の輝緑岩が分布

しているのにくらべて， VェシベツJlIからぺシケアプカナンベ川にかけての地域では，か

なり不均質にいろいろの岩相が入り交っているようである。さらに，乙の帯の幅がもっと

も狭くなっている，北部のサツナイ沢では，典型的なこのタイプの輝緑岩体が，西側の白

望系の上に 30 度ていどの低角度をもっ断層で，のし上っているのが観察される。この帯の

東側も断層であることから考えれば，まわりの地層と全く岩質が違うこの岩帯が，後の衝

上運動のさいに，その道入面をJ克いに突出すようにして持ち上げられたとみることができ

る。

この輝緑岩は，岩質の上から，細粒相と中粒相にわけることができる。この両者の関係

は，まだ明らかでない。細粒相の一部には，枕状構造をとるものがみとめられているてい

どである。

これらを顕微鏡下で観察すれば，つぎのとおりである。

中粒相:斜長石と単斜輝石とがサブオフィティック組織をしめして組合わさってい

る。斜長石は，長柱状のものと板状のものがあれ前者は， 0.05x0.5--0.9mm ，後者

は 0.2xO.6mm ほどの大きさをもち，ちり状物質でかなり汚れている。長柱状のもの

は，正規型スピライトで普遍的にみられたような，撰曲形態をしめすものが多い。単斜

輝石は，淡緑味をおびており 0.25mm ほどの大さのもが多いが， 0.4mm ほどのものも

みられる。いちじるしい波動消光をしめしている。

これらの鉱物を置換しながら，緑泥石が発達している。また，とくに輝石を置換した

不透明鉱物がかなりみとめられる (PL 14) 。

細粒相:ここの岩相は，まえにのベた中粒相のものに比較して，斜長石がかなり細粒

になっている。そして，中粒相がサブオフィティック組織をしめしているのに，この岩

相は，完全なオフィティック組織をしめしている。

斜長石は， 0.02x0.22--0.3mm ほどの長柱状のものが大部分をしめており，内部の

方から緑泥石化されているものが多く，また，一般に，わずかではあるが，接曲した形

をしめしている。単斜輝石は， ~0.4mm 前後の大きさのもので，中粒相と同じように，

淡緑色味を呈し，波動消光がし、ちじるしい。輝石も斜長石も，ともに緑泥石化がいちじ

るしい。また，これらの鉱物聞には，白チタンや不透明鉱物が散在している (PL 15) 。

変輝緑岩 (Md)

この岩石は ， i-ノェンベツ川上流から新冠川上流地域にかけての，蛇紋岩体の近くのとこ
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ろに分布している。ひじように細粒の緑色塊状岩で，一見，珪質の輝緑凝灰岩のようにみ

える。しかし，この岩体に発達している節理系の形態は，明らかに輝緑凝灰岩のそれとは

違っている。この岩体のまわりは，いちじるしく破砕されており，黄褐色の風化面をしめ

している。この岩石を顕微鏡下で観察すれば，つぎのとおりである。

ひじように細かな，陽起石質角閃石，斜ゅうれん石，斜長石の不規則な集合からなり，ほ

とんど原岩の構造は残されていない。わずかに残存している斜長石の形から，輝緑岩質

の岩石から変質したものと推察されるにすぎない。構成鉱物の大半をしめるのは，角閃石

である。これは，葉片状あるいは針状形をしめし，ほとんど無色ないしは，ひじように

淡い緑色味を呈する。接曲がし、ちじるしく，けんちょな波動消光をしめす。斜長石は，

曹長質のもので，カルスパット双晶をしめす柱状結晶がわずかにみとめられほか，大部

分は，他の鉱物の聞に不規則な形で残されているにすぎなし、。斜ゅうれん石は，自形粒

状結晶をしめし，全般に散点しているが，脈状に発達しているものもみとめられる。こ

れら各鉱物の聞には，粒状のチタン石が多数散在している。このほかに，緑泥石が他鉱

物を置換して発達しているつ

このような事実からみれば，この岩石は，変輝緑岩というよりは，角閃石化スピライト

とよぶべきかもしれない。
i) , 11)

III.4.2 緑色角閃石片状角閃岩 (Ag) およびソーシュル石lまんれい岩 (Sg)

この 2 つの岩石は，いままでは，はんれい角閃岩という名称で，一括して取扱われてき

ている。たしかに， ν ェンベツ川本流からその北部にかけての地域では，これら 2 つの岩

体は，相互に漸移するような関係をしめしている。しかし， 1) 南部のコイポク ν ピチャ

リ川地域では，この両者はセプタによって境いされている; 2) ぺ v ピリガイ沢附近では，

セプタはみられないが，勇断帯で境いされている; 3) 乙れら 2 つの岩体の角閃岩は，そ

*れぞれの構造がいちじるしく違う;などの諸点からみると， 2 つの岩体に分けて取倣うべ

きであると考えられる。

緑色角閃石片状角閃岩

この岩石は，まえに説明した緑色片岩の東側に，これと平行して帯状に分布している。

南部地域では，幅 500m 内外であるが，北部で 1000 m 以上にも達し，隣接する幌尻岳図

幅地域内にかけて，さらにその幅を増大しているつ

との岩石は，濃緑色を呈し，片状構造の発達のいちじるしい角閃片岩様の岩質のもので

ある。この岩帯は，さらに，岩質および構造のそれぞれ違う 3 つの岩相部にわける乙とが

できる。これらの各岩相は，相互にほぼ平行な帯状配置をしめしており，勇断帯によって，

21)

*これらの諸関係は，幌尻岳図幅地域でも観察することができる。
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それぞれ区別されている。

もっとも西側に分布しているのは，いちじるしい微摺曲構造をしめし，しかも，片理に

そって緑れん石が縞状に発達している岩相である。ペヅピリガイ沢から北部の地域では，

50-100m ほどの幅で分布しているのがみられるが，南部地域では明らかでない。

片理の発達がいちじるしく，角閃石の平行配列による線構造は，ゆるい N おとしを，ま

た，摺曲軸は，かなり変化するが，一般に， E-W の方向性をしめしている。

Ep: 緑簾石濃集プール

(Concentratedpoolofepidote)

Fa: 細微の角閃石と斜長石からなる部分

(Thepartconsistingoffinegrainedhornblendeandplagioclase)

Ca: 粗粒の角閃石が発達している部分

(Thepartconsistingofcoarsegrainedhornblende)

第 24 図 緑色角閃石片状角閃岩帯の西側に発達している緑れん石角閃岩相

(Epidoteamphibolitedevelopingatthewesternsideof
greenhornblendeschistoseamphibolite)

顕微鏡下では， 0.1-0.2mm の大さの緑れん石がモザイクに組合い，その粒聞をうず
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めている細粒角閃石，少量の斜長石をともなっている部分，細粒の角閃石およよび斜長石

からなりたっている部分が，組合わさって縞状構造を形成している。角閃石は， z= 草

緑色， y= 帯緑黄色， x=淡黄色の多色性をしめしている。また， これら各鉱物を置換

して，モザイク状の石英がかなりみとめられる。そして，部分的には，細脈状にあるい

はレンズ状に発達している。なお，緑れん石にともなって，チタン鉄鉱およびチタン石

がみとめられる。

まえにのべたような，いちじるしい微摺曲構造と緑れん石の濃集縞によって特ちょうづ

けられている岩相の東側には，努断帯をはさんで，この角閃岩体の主体となる岩相部が発

達している。この岩相部は，一般に，西側jが 500~700E の傾斜をとる片理が発達している

のに対し，東側では， 20o~30oE と傾斜がゆるやかになり，それとともに，優白質のプチ

グマアィック脈の発達がめだっている。角閃石の平行配列による線構造は，西端部では S

第 25 図 緑色角閃石片状角閃岩のプチグマティック脈の発達している岩相

(Greenhornblendeschistoreamphiboliteoharacteredbyptigmaticveins)

〔シュンベツ川上流〕

落しであり，中央部では N-S 方向で水平であり，東端附近では N 落しである。ともに，

ひじようにゆるい傾斜しをしめしている。この片状角閃岩の，大半をしめている，プナグ

マアイザク脈の発達している岩相を顕微鏡下で観察すれば，つぎのとおりである。

圧倒的に多量の緑色角閃石が， C 軸をそろえて方向配列しており，ネマトプラスティッ

ク組織をしめしている。この間に，斜長石と石英から構成されている優白質部が，縞状に

発達しており，部分的にはレンズ状に拡がっているのがみとめられる。優白質部は， 0.3

-0.8mm ，稀には 3mm ていどの板状斜長石と，この聞をうずめるモザイク状の石英，
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および，少量の角閃石からできている。この石英は，斜長石や角閃石をいちじるしく置

換している。また，破砕されている大型の斜長石のまわりを粒状のものがとりまき，モ

ルタル組織をつくっている。角閃石は，ポイキリティック構造をしめすものが多い。そ

して，一般に，斜長石の外形に影響されて，このまわりにうねるような形で発達してい

る。一方，優黒質部は，大部分が O.3~O.5mm ほどの柱状角閃石から構成されており，

この聞に O.3mm ていどの斜長石が少量みとめられる。また，チタン石の粒状集合体が

レンズ状に発達している。斜長石は，優白質部のものは一般によごれているが，どちらの

部分でも An=25~38::';ていどで，あまり大差はみられない。角閃石は， z=帯青草緑

色~濃草緑色， y=帯黄緑色， x=淡黄色の多色性をしめしている (PL 16) 。

まえにのべたプチグマティック脈の発達している岩質のものから連続していて，その西

側には，プチグマデイザク脈のみとめられない岩相が， 5O~1∞m の幅で発達している。

この岩相のものは，モザイク状に組合わさっている石英 (O.1~O.3mm) が多量にみ

とめられ，また，この間に残存している斜長石は，いちじるしく汚潤している。さら

に，緑れん石や斜ゅうれん石，チタン石などの粒状結晶が，局所的に濃集しているのが

みとめられる。

したがって，この岩相は，西側のまえにのべた緑れん石縞の発達している岩相に，ょく

にた性質をしめすようである。

このような事実は，片状角閃岩にプチグマデイザク脈をもたらした運動と，この岩帯の

西側に，石英が濃集して緑れん石が形成された作用とが，きわめて密接な関係をもってい

たことをしめすものと考えられる。

ソーシュル石はんれい岩

ソーシュノレ石はんれい岩は，変成帯の西翼に帯状に分布しているものと，変成帯の西側

の地域にみられる蛇紋岩道入帯の中に，小さな νンズ状岩体をつくって分布しているもの

の 2 つに区別される。これらは，産状や岩質に，かなりの違いがみとめられるが，ともに，

ソーシェノレ石化した斜長石をもっていることで特ちょうづけられる。

変成帯に分布しているものは，すでに説明したように，緑色角閃石片状角閃岩帯と褐色

角閃石角閃岩帯の聞に位置している。南部では幅 1 km ていどであるが，北部では 2km

に増大している。

この岩石は，典型的なソーシェノレ石はんれい岩相と，それを置き換えて発達している。

葉理構造をしめす交代岩相，および角閃岩相とからなりたっている。

典型的なソーシェノレ石はんれい岩相は，この岩帯中の数カ所でみる乙とができる。ペッ

ピリガイ沢では，はんれい岩構造をまだ残している塊状岩の中に不規則に角閃石が形成さ

れていて，眼球状構造をしめしている。さらに，この南部のシカシナイ山麓には，ソーシ
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Sau: 塊状の典型的なソシユール石はんれい岩相

(火成岩構造を強く保持している)

M: やや細粒の交代岩相

第 25 図 ソシューノレ石はんれい岩の交代相中に残存して

いる典型的なソシュール石はんれい岩

(Typicalsaussuritegabbroholdingigneoustexture
remainedinmetasomaticfacies)

〔シュンベツ川上流〕

ュノレ石化している斜長石をふくむかんらん石はんれい岩の転石が多量にみとめられる。ソ

ーシェノレ石はんれい岩についてのこれまでの知識から推察すれば，乙のかんらん岩も原岩

の一つであったと考えられるが，乙の図幅地域では，その関係は明らかでない。

眼球状の構造をしめす塊状部を顕微鏡下で観察すれば，つぎのとおりである。

おもに斜長石と角閃石とから構成されている。斜長石は， 1- 1. 5mm ていどの柱状白

形結晶で，カルスパット双品が L、ちじるし L、。そして，角関石で置換されてはいるが，

はんれい岩構造をよく残しているつまた，斜長石は， An=45-67~'; のものである。角

閃石は，一般に，葉 )j- 状~板状の形をしめし，斜長石を置き換えて発達しているが，こ

の大型結晶の中には，虫食い状にlP-斜輝石を残しているものがみとめられる。また，一

部では，ウラル石質の角閃石が臼形柱状の斜長石をふくんでいて，原岩のオフィティッ

ク組織を残しているものがみとめられる。角閃石は， z= 淡緑色， Y'~X= 淡黄緑色の多

色性をしめしている。これらの鉱物の間には，モザイク状の斜長石がみとめられるが，

これは， 角閃石とほぼ同時期に生成したものとおもわれる。 An=44-53 ~，;である (P
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第 27 図 ソーシュル石はんれい岩(交代相)とそ

の中にみられる角閃岩相

Aoccurrenceofsaussuritegabbro

(metasomatictacie~) andamphibolite

〔シュンベツ川上流〕
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し，グラノプラスティックに組

合っており， しかも一方向に長

軸をそろえている。



第 28 図 ソーシュール石はんれい岩(交代相)の中にみられる角閃岩相

(第 25 凶の一部の拡大写真)

Stratified amphibolitefoundinsaussuritegabbro(metasomaticfacies)

〔シュンベツ川上流〕

第四図 ソーシュール石はんれい岩(交代相)中にブロックで残されている

角閃岩相部

Amphiboliteblockremainedinsaussuritegabbro
(metasomaticfacies)

〔シュンベツ川上流〕

- 41-



また，角閃石は， 1-3mmの大型の板状結晶と， 0.05x0.3-0.06x0.6mm の長柱状

結晶にわけられる。大型のものは，汚れた斜長石を置換しているが，卵状の斜長石には

逆に置換されている。柱状の角閃石は，卵状の斜長石の聞に発達しており，これらはほ

ぼ同時の生成とみられる。これらの角閃石は，同質とみられ， z= 緑色， Y"==i X淡緑黄色

の多色性をしめす O なお，これらの各鉱物の間には，粒状のチタン石のレンズ状集合体

が発達している (PL 19) 。

ソーキノュノレ石はんれい岩帯中には， 1昌状やレンズ状などのいろいろの産状をしめして角

閃岩相が発達している。この角閃岩は，明らかに，典型的なソーシュノレ石はんれい岩から

変成したものである。岩質の点では，この角閃岩相と，まえに説明した片状角閃岩とは，

それほほど大きな違いはないようである。しかし，片状角閃岩に特ちょう的に発達してい

るプチググマティック脈は，乙の岩相にほとんどみとめられない。さらに，この岩相の方

が，いくぶん粗粒であり，また，わずかではあるが，片状構造が弱いようにみうけられる。

しかし，とくにシェンベツ川本流流域では，片状角閃岩とソーシュノレ石はんれい岩との境

界が明らかでなし )0 それは，乙の附近にひろく発達している交代相が，片状角閃岩とこの

角閃岩相を，ともに，いちじるしく交代してきているためと考えられる。そのために，交

代相の中に残存している角閃岩が，どちらのタイプのものか区別できないようになってい

るのであろう。顕微鏡下の観察では，片状角閃岩が，角閃石のネマトプラステ f ザク組織

で特ちょうづけられるのに対して，この角閃岩相は，一般に，グラノプラスティック組織

をしめしている。また，角閃石の性質も，いくぶん違うようであるっそして，さらに，斜

長石の量もかなり多いようにみられる。

これまでのべてきたことから考えると，緑色角閃石片状角閃岩は， ソー ν ェノレ石はんれ

い岩の角閃岩代作用の産物ではなくて，もともと別個の岩体をつくっていたものと推定さ

れる。しかし，まだ未解決の問題が多くのこされており，今後の精査がのぞまれる。

蛇紋岩道入帯 l乙観察されるソーシュノレ石はんれい岩は，蛇紋岩にとり固まれて，ブロッ

ク状の産状をしめしている。

0.3x1.4-0.6x0.8mm ていどの， 板状または長柱状の斜長石が， はんれい岩構造

をとって組合わさっており，これらの聞に，板状または葉片状の角閃石が不規則に組合

って発達している。斜長石はソーシュル石化がし、ちじるしく，アルバイトおよびカルス

パット双晶をしめしている。 An=34-42% ，角閃石は，内部に斜長石の細粒の柱状結

晶を包かしているポイキリティックなものが多し、。また，大型のもので、は，虫食い状に

単斜輝石を残しているのがみとめられる。 X= 黄緑色 =Y ， z= 草緑色の多色性をしめ

す。これらの各鉱物を置換して，ぶどう石，斜ゅうれん石，緑れん石，および緑色緑泥

石が不規則に発達している。
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III.4.3 褐色角閃石角閃岩 (Ab)

図幅地域の北東端地域に， NNW-SSE の方向性をとって帯状に分布している。西側の

ヅ -v ;z.) レ石はんれい岩とは，片麻岩質のセプタをはさんで境 l 、されている。この岩帯は，

南部地域では 500m 以上の幅をもっているが，北部の幌尻店図幅地域との境界部附近では，

レシズ状の小岩体にわかれてゆく傾向がみとめられる。

優黒色を呈しており， N-S;50~60oE の走向・傾斜をしめしている片周がいちじるし

く発達している。局所的には，優白質の縞が発達して片麻岩様の岩相をしめす部分がみと

められる。また，西側のセプタに接する附近では，不規則に摺曲構造が発達している。ま

た，部分的に，石灰質珪酸塩鉱物のプーノレ状の集合体がみとめられる。

乙の岩石を顕微鏡下で観察すれば，つぎのとおりである c

0.5~ 1. 5mm ていどの半白形を呈する板状の角閃石と， 0.5~1 mm ていどの斜長石

が組合わさって，グラノプラスティック組織をしめしている。斜長石はパニディオモノレ

フ構造をしめしており，部分的にはいちじるしくソーシュル石化している。 An=22~35

%。角閃石には，ポイキリティックな結晶がわずかにみとめられる。 z= 淡褐色~帯緑

褐色， Y，，=; X= 帯緑淡褐色の多色性をしめしている c また，これらの結晶の聞には，いろ

いろの大きさのモザイク石英が発達していることがある。

片麻岩状の構造をしめしている岩質部では，きわめて細粒の黒雲母が多量みとめられ

る (PL 20) 。

また， 石英質珪酸鉱物の集合体は， 0.1~0.3 mm 大きさの多量の透輝石と， 灰長石

質の斜長石，石英，絹雲母および黒雲母などが，グラノプラステイヅクに組合わさって

いる。

なお，神居古津構造帯の蛇紋岩近入帯のあちらこちらに，緑色角閃石と斜長石がグラノ

プラスデイザクに組合っている角閃岩の転石がみとめられる。まえに，ちょっとふれた，

らんせん石を生じている近くに発達しているのも，同質の角閃岩とみられるが，ここでは，

多量の石英が他鉱物を置換して発達している。

III.4.4 超塩基性岩類

この図幅地域内には，いたるところに超塩基性岩類が分布している。この近入の形態を

みると，ほとんどの;場合，まわりの地層に対して低角度で近入している。したがって，低

角度の逆断層にそって近入活勤が行なわれたものと考えられる。この岩類は，かんらん岩

と蛇紋岩の 2 つに分類される。

かんらん岩 (Pe)

この岩石は，変成帯の緑色角閃石片状角閃岩と東側のセプタとの聞に分布している。こ

の地域では，コイボク v ピナャリ川流域でみられるだけである。小規模なレシズ状の岩体
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をつくっており，風化面が黄褐色を呈することから，遠方からでもすぐ判別することがで

きるつ新鮮な面では暗緑色を呈し，塊状椴密な岩質で，規則正しい節理系が発達しているつ

この岩石を顕微鏡下で観察すれば，つぎのとおりである。

大部分がかんらん石からできており，このほか，輝石およびかんらん石から変った

と考えられる蛇紋石や，さらにこれを置換している透角閃石がかなりみとめられるつ

かんらん石は， lcm にも達し， いわゆるメッシュ構造をしめしている。これらのかん

らん石結晶の聞には，輝石の擬品をもった絹布石が少量みられるつこの絹布石はさらに

bowlingite に変化している。透角閃石は，葉片状あるいは柱状の結晶形をもち，一部で

はモザイク状にに組合い，あるいは単独に，ほかの鉱物類を置換して成長しているコま

た，これらの聞に，少量の尖晶石と磁鉄鉱粒がみとめられる。これらの鉱物粒のまわり

には，最末期とみられる角閃石の柱状結品が発達している。

蛇紋岩 (Sr)

蛇紋岩は，いろいろの規模の近入体をつくって，多数みられるコ神居古出帯側では 2;rw

第 30 図 蛇紋岩の産状(破砕部にそって片状化している。)

(Aoccurrenceofserpentinite)(新冠川中流〕
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みとめられるコいずれもほぼ NNW-SSE の万向性をとり，変成帯の分布方向にほぼ平行

に配列している。乙の場合， 2 つの蛇紋岩近入慌にはさまれた地域に分布している地層は，

ひじように緩い摺曲構造をしめしてし，)る。一方，日高帯恒11では，己/ェシベツ川本流から南
士

側の地域では，日高前杖構造帯の東翼にそって近入している c しかし，ペンケアプカナシ

ベ川からパンベツ川流域にかけてのイドシナザプ闘の盆状構造部では，盆状構造に平行に

多くの近入岩体がみとめられるつまた，シュンベツ川本流部から北の地域では， 2 つのill­

入帯にわかれており，これらは隣接する幌児岳関幅地域内にまでものひ、ている。

この地域の蛇紋岩体は，全般に現段rr直動の影響をうけているーそのために片状化がいち

じるしく，油脂状光沢をしめす葉片状蛇紋岩にかわっているものが多い。

塊状の岩質のもので、は，おもに，かんらん石および輝石の似品をとる板温石と絹布石

からできているつそして，これらの聞に，クロム鉄鉱粒や粉状の磁鉄鉱が散点しているコ

日高帯に分布しているものには，多くの新鮮な異長IJ イゴがみとめられる。

また，葉 JJ' :1えの岩質のものでは，かんらん石の仮品をしめず板温石は，わずかにみら

れるだけで，大部分が不規則な板状あるいは J\つりとの阪温石だけからできている。そして.

いちじるしい方向性をしめしているつ

III.4.5 脈岩類

この地域に発達している脈岩類には，つぎのようなものがある。

相粒輝緑岩

微閃紋岩

トロニエム岩

これらの脈岩類は，イドンナップ見あるいほ岩清水屈を貫ぬいているが，白主系の分布

地域にはみとめられないコ

粗粒輝緑岩 (Cd)

この岩石は，ふつうは， 2~4m ていどの厚さのものであるが，時には 10m 以上にも達

するものがある。一般に，岩床状近入岩体をつくっているが，岩脈状のものもみられるコ

輝緑凝灰岩やスピライト質岩類を貫ぬき，蛇紋岩にとりこまれている。おそらくは，蛇紋

岩の近入時期よりは早期ではあるが，この地域の造構運動のかなり後期の近入岩とみられ

る。優黒質のひじように粗粒な塊状岩である。

この岩石を顕微鏡下で観察すれば，つぎのとおりである。

1:2)
中 神威岳図幅地域のイベツーレダトイ構造線につらなるものである。

料 美瑛図幅地域内において，いわゆる神，¥i-古渡結晶片岩を貫いている同質の輝緑岩がみ

ら nている。
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主成分鉱物としては，斜長石と単斜輝石とから構成されており，このほか，緑色角閃

石， りん灰石，緑泥石，板温石，ボーリンジャイト，および不透明鉱物をともなってい

る。組粒の単斜輝石(長径 2mm 前後)と板状あるいは長柱状の斜長石 (0.2x1.5mm)

が，典型的なオフィティック組織をしめして組合わさっている。輝石は， z= 明紫色，

y=x= 淡紫色の多色性をしめしており，チタン輝石質のものである。割目の発達がい

ちじるしく，ブロック状の消光をしめすものが大部分をしめている。斜長石は，全般に

ソージュノレ石化しているが，その変質の度合は内部ほどいちじるしい。

緑色角閃石は，輝石を置換していてその量はわずかである。 z= 濃青緑色， x= 緑色の

多色性をしめす。緑泥石が， これらの鉱物を置換して不規則に発達している (PL 21) 。

また，一部のサンフ。/レで、は，単斜輝石を置換して多量の褐色角閃石が生成しているの

がみとめられる。この岩石は，まえにのべたものとは違い，インターグラニュラー状の

構造をしめしている。そして，角閃石，輝石，斜長石などの鉱物の聞に，かんらん石の

仮品と考えられる円形の板温石および bow 1i ngite が多くみとめられる。

乙のような事実は，この岩石が，かんらん石輝緑岩様の岩石であった乙とをしめしてい

る。

微閃緑岩 (Mi)

乙の岩石は，図幅地域の南西部の岩清水附近の蛇紋岩近入帯に多くみられるほか，北東

部地域でも蛇紋岩にともなわれてわずかにみとめられる。一般に，幅 5m 前後の岩脈で貫

入しているものが多い。しかし，中には 50m ていどの岩体もみとめられる。優白質の塊状

岩であるが，蛇紋岩の中に貫入しているものは，全般にいちじるしく蛇紋石化されている。

おもに，斜長石，角閃石および単斜輝石からできている。斜長石は，日形の短柱状あ

るいは板状結晶で，内部ほどちり状物質を多くふくんでおり，累帯構造様の形態をしめ

している。いちじるしくソーシュル石化しているものでは，その形状の不明なものが多

い。角閃石は，淡緑色の陽起石質のもので，不規則な形のものが多 L、。なかには，粒状

の輝石をふくんでいるものがみとめられる。輝石は，いちじるしく裂開の発達している

異剥石である。これらの各鉱物は，淡緑色の緑泥石で，いちじるしく置換されている。

トロニヱム岩 (Tr)

乙の図幅地域内で，トロユエム岩が貫入しているのは神居古津帯側である。乙の岩石は，

ひじように不規則な近入形態をしめしており，まわりの岩石に，小範囲ではあるが熱変成

をあたえている。また，蛇紋岩ブロザクをとりこんでおり，明らかに蛇紋岩透入後の近入

岩である。

乙の岩石を顕微鏡下でみれば，つぎのとおりである。

斜長石:V I晶を多量にふくむ，はっきりした斑状構造をしめしている。斜長石斑品は，

白形の柱状または板状結品で， 0.2x0.4mm-0.6x1.4mill の大きさである。そして，
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この種の岩石に特有の累帯構造がいちじるししまた，カルスパット双品型式のものが

その大部分をしめる。一般に，ちり状物質をふくんで汚れているものが多い c これらの

間を埋めている石基は，ひじように汚れた，細粒の不規則な形をした斜長石と石英から

構成されており，この間に，細粒のきれいな短問状の斜長石が多くみられる c また，い

ちじるしく緑泥石化した黒雲母が少量散在している (PL 22) 。

III.5 第四系

第四系は，各河川にそって発達している洪積期に属する段丘 lt 積物と氷河期堆積物があ

る p

段丘堆積物

この地域を流れている大きな河川の沿岸地域は，河段丘が分布して l ユる c とくに，白皇

系の分布している地域に，その発達がいちじるしい c これらは，河床同からの比高によっ

て，つぎの 2 つにわけられる。

第 2 河段丘堆積物

第 1 河段丘堆積物

第 2 河段丘堆積物 (D2)

第 2 河段丘堆積物は，現河 1友より約 20~60m の高さで発達しており，最も!よく分布し

ているの基底部には，多量の大礁をふくむ礁!国が卓越しており，その上部にむかつて，挙

大の礁からでている疎属，砂層および粘土屑が発達している。

第 1 河段丘堆積物 (D!)

現河 I，j(百から約 120~180 m ていどの高さの平坦両をつくって発達している r 一般に，

拳大の礁をふくむ疎層，砂層，および粘土居から構成されている。

氷期堆積物 (Gd)

|司幅地域の北東隅のナメワザカ岳の北側には，閤谷が発達しており，圏谷底の末端部に

は水 Jff~ 積がみられる c この間谷の形成時期は， トヅタベツ氷期に対比されるものと考えら

れる

なお，この図幅地域には，地質図に記してないが，第 2 河段丘をおおって，総計約 4m

ていどの序さをもっ火山灰層が広く分布している。この火山氏周は，おおまかに， 3 居に

わけることができる c このうち，最上部のものは，腐蝕土の下位に発達しており，灰白色

を呈するつ中伐のものは，やや祖粒のもので，黄褐色を呈している。最下位のものは，崖

錐堆積層の中に介在しており，二次堆積によるものと三号えられる同理が発達している c 黄

褐色を呈しているが，この中には，民白色のものが層状に介庄している。これらは，いま
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までの知識によれば，樽前山統火山噴出物とみられ2つ

111.6 地質構造・老よび地史

I N ]I n
r一一一一一一 人一一一一一-V'ー一一← 」← 一一 一一 --v-

I: 日高 Iltl 制l変成併 (HIdaka axislmetamorphiczone)

II: 目的 i前線被山府 (Hidaka frontfoldedzone)

III: 日 rl/1 j結構造時 (Hidaka westerntectoniczone)

IV: 1'::1 主系 (Cretaceous series)

V: 神)?}，! i河構造 ':'f (Kamuikotantectoniczone)

s: 蛇紋岩 (Serpentinite)

Id: イドンナップ)骨 (Idonnappu formation)

し:岩清水府(l washimizu formation)

T: 新第三系 (Neogene tertiary)

第 31 図地質構造問 (Geologic structuralmap)

1),~っ， 10)

III.6.1 地質構造
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この凶幅地域には，これまでのべてきたように，ジェラ紀あるいはトリアス紀から新第

三紀にいたる堆積岩類が発達して l) るごまた，いろいろの時期の火成岩類の活動，および

変成岩類の形成がおこなわれているこ
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とくに，これらの岩石類がけんちょな

帯状配列をしめしていることは，ひじ

ように特ちょうのある事実として注目

これらについ

て，各構造単位にわけで説明を加えるコ

神居古漕構造帯

されなければならない

この構造帯は，すでにのべたよう

に，日高地向斜堆積物の上部属である

岩清水層，すなわち，厚い輝総凝!必岩

婦の発達している地叩;である J このよ

うな堆積物は， I悶らかにスピライト質

岩類のはげし l)火山活動の産.物と考え

られるコこれらの噴出の中心情が，ど

こに，どのような配列をしているかと

いうことは，まだ明らかにされていな

c 多くの111'1出，jjfが雁行状の配列をし

ているらし C) ということは，充分に佐

デ

)察することができるコしたがって，

の凶幅地域もふくめて，性l居 rSγF;告の

もっとも初生的な第 1 の特ちょうは，

構造として，スピライト質岩類が， I恒行

~Rに配列していたということで，表現

されるようであるコ第 2 のりちょう

は，蛇紋岩のill人形態から読みとれる

ように， NNW-SSE のん~n羽生をとる
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ドシナップ層の下盤側に発達しているものである。この男断帯は，まえにもふれたが，幅

約 30m 内外のミロナイト帯をともなっているものである c そして，西側に轡曲した形を

しめしており，その傾斜は 30
0
E 内外のひじように緩いもので，一つの衝上断層とみるこ

とができる。この西側には， 2 本の蛇紋岩近入帯が雁行状に発達している c この場合も，

蛇紋岩の近入境界面は，ひじように緩い東傾斜をしめしている c しかも，うえにのべたイ

ドシナザプ層の下盤側にみられたと同じように，下盤側に， ミロナイト様の破砕岩あるい

は準片岩が形成されている r 第 3 の特ちょうは，乙れらの各勇断帯にはさまれている地域

が，いちじるしい摺曲構造をしめしていることである。この摺曲軸には， N-S性と E­

W 性のものがみとめられるが，まだ，この摺曲構造の要素は充分に解明されていない。

しかしながら， 2 と 3 の特ちょうからみると，この地域の蛇紋岩の逆入は，摺曲運動の末

期と推定されるつ

日高西縁構造帯

との構造帯は，従来，単純に日高帯の輝緑凝灰岩帯として取り扱われてきたが，この~

幅地域においては，輝緑岩の複合近入帯としてみることができる。また，この構造帯の西

側に接して，白望系が分布しており， しかも，下部エゾ層群がこの位置に断続均ではある

が分布しているということは，注目に値する事実であろうじこの西縁構造帯は，全体にい

ちじるしく破砕されており， しかも自主系の上に低角度の衝上断層でのし上っている。こ

の事実と，南東に位置する神威岳図幅地域におけるこの構造帯に凝灰質の岩石が発達して

いることと考え合せることは，つぎにのべるような興味ある問題を提起するようである。

すなわち，この構造帯の断属運劃による上昇量の差によって，ある地域では下部相(輝禄

岩相)があらわれ，また，ある地域では上部相(火山岩相凝灰岩相)が残されているとい

う考え方ができるのではないか，ということである c

日高前縁摺曲帯

この摺曲帯は，西縁帯と中軸変成帯の間に発達している e この l司幅地域では，イドシナ

ヅプ屈の主要な分布地域に相当している。神居古津帯側に比較して，より傾立した複雑な

摺lJh帯を形成している c 図幅地域の市部と北部とでは，ペシケアプカナンベ川の上流を横

切る N600E の方向性をもっ断層を境にして，その構造に違いがみられる。南部地域の構

造は，大きくみると，南東側に口を開いたベイズン状構造とみることができる。また，こ

の地域に近入している蛇紋岩も，このような構造に支配された形態をしめしている。一

方，北部地域では，ほぼ NNW-SSE の走向をしめしてはいるが，きわめていちじるしい

摺ll!]構造を形成しているものとみられ，その構造解析はきわめて困難である c しかし，ま
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えにのべたように，大きくみると，イドンナップ岳を中心とする傾立背斜状構造が推定さ

れ，その両側の地域は，おそらくは，向斜構造をつくっているものと考えられる c 蛇紋岩

体は，このような構造の境界にできた切断帯にそって近入したものとみることができるコ

また，新第三系の分布地域が，基盤の向斜構造をとる地域と一致していることも興味ある

ことであろうコこの摺曲帯と変成帯とは，街上断層で接しているが，北東部側では，明らか

に両者の構造は斜交しているつ

日高中軸変成帯

この図幅地域に分布している変成帯にみられる諸岩石は，すでにのべたように，ほとん

どが塩基性火成岩類であるっこれらは，きわめてけんちょな帯状配列をとっているのこの

うち，緑色角閃石片状角閃岩には，いちじるしい微摺曲構造が発達しており，その摺11I J 軸

は:r\-S でほとんどが水平に近いっその他の岩石には，このような摺曲構造は発達してい

ないっ

白霊系

17).IS).:2:2)

この地域の白望系については，すでに，小山内!~~，松下 HjjJlj によって報告されている。

白主系の構造は，大きくみると，大きな向斜構造をとっているものとみられる。しかし，

すでにのべたように東西両翼でいくぶん違った非対称の形態をしめしている。これを，さ

らに汗しく観察するならば，そこには，きわめて複雑な摺由構造をみる乙とができる。地

質問でみられる構造は，ほとんどが N-S 性の方向性をもっ摺出 1軸が主要なものであるが，

この細部においては，数多くの E-W 性の方向性をもっ徴摺曲構造が発達している。この

ような現象は，基盤層の構造にもみとめられる。しかし，自主系の構造は，基盤構造とは

かなりの違いがあるように考えられる。このような構造の差異は，ただ白宝系を上部構造

としてみるだけではなくて，白主系の堆積以前，少なくとも中部エゾ層群の堆積以前に，

何らかの摺曲運動があったことを怠味しているものであろうコ

III.6.2 地史

北海道本島の中心部を由ー北に通る脊梁山脈を中心に，基盤を構成しているものとみられ

る古期岩類が帯状に分布している 3 この地帯は，北海道中軸帯とよばれており，日本にお

けるアノレブ。ス期の造山運動， 日高造山運動を中心として生成，発展の過程をたどった地帯

であるっこの造構造運動は，ジュラ紀末からはじまり，白主紀全期にわたってさかんに活

動し，おそらく自主紀末には，変成作用や火成作用はほとんど終り，その後，新第三紀に

かけて，いちじるしい隆起運動がおこなわれたと考えられているコ

イドシナップ凶幅地域内の地史も，ほぼまえにのべたような歴史過程をへて確立された
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ものとみることができる(この地域の地史を，造構史的に，大よそ，つぎのように分類し

て説明を加えるつ

地向斜月l

ii 造山期

iii 造山末期(断裂明)

i 地向斜期

地向朋斜とみられるイドンナップ属および岩清水層で代云される，膨大な堆積岩類が発

達している。イドシナザプ。屈の序さは，この地域では約 3∞Om+ と推考可児おミらに

その下位に膨大な4厚さの堆積岩類が横たわっていると二与えられるので，総体の!曽)手は相当

の厚さに達するものと推定される亡スピライト質岩類の活動は， したがって，地向斜堆積

の後期に行なわれたとみることができる c おそらく，その初期には，神居古揮構造帯の地

域で!よ純囲にわたる;> !Tm行状の裂か噴出が行なわれ，わずかにおくれて，日高西縁構造帯

にそって火成活動が行なわれたものと考えられる〔まだ，はっきりした証拠はないが，中

軸変成千w地域においても，この時期には同じ岩系の岩石類、が活動したのではないか，との

疑いがもたれるっこのような火成活動を契機として，もっとも特殊な条件をそなえのいた

地帯が，そ。の後の造山起動の中心;i苦になったものであろう。

ii 造山期

造山期には，日高変成帯を中心として，いろいろの変成作用および火成活動がおこなわ

れたのこの時期!の運動は，中軸変成帯と，その西側の地域とでは，いちじるしくその趣き

を異にしているっこの地域の中軸変成帯は，分布が扶く，しかも出基性火成岩類がその大

部分をしめしているので，片!拘i岩類やミグマタイト類との関係はI目らかでないとこのよう

なぷ味で，この地域においては中軸変成帯を中心にした火成活動や変成作用についてのべ

るのは適当でない。しかし，これまで行なわれたほかの地域の研うE結果からみれば，褐色

角閃石角閃岩がもっとも初期Iの近入岩(輝緑岩)で，片再1;岩類の形成とほぼ同時期に角閃

岩化されたものとみられる。紙色角閃石片状角閃岩およびソ -V' ェノレ石はんれい岩につい

ては，まだ未解決の問題が多く残されていて，現段階では明確な位置づけは困難である。

従来までの解釈によれば，シーシェノレ石はんれい岩は後期の近入岩とみられているとしか

し紋色角閃石片状角閃岩には，早期の輝緑岩源のものがあるのではないかと疑いがつよ

い。総色片岩は街上運動に関係した変成作用の後期に形成されたものと;号えられる。ま

た，この変成Jfi?に近入しているかんらん岩は，ソ -V' ェノレ石はんれい岩の近入よりもおく

れた i時期で，おそらく街ーヒ活動に関係するものではなpかと考えられる c
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中拍変成'orの西側の地域， H高前禄摺[HI引 lよおよび神屈古i章構造，[Wiま，蛇紋岩の活動によ

って特ちょうづけられている。蛇紋岩体を中心としてみた火成活動の順序は，大よそつぎ

のように考えられる。

粗粒輝総岩

ソーシェノレ石はんれい岩

蛇紋岩

微閃緑!吉

トロニエム岩

このような火成活動の時代はこの地域では明らかでない σ しかし，神居古揮構造帯の北

部地域の調査資料によれば，蛇紋岩が中部エゾ!首群を員ぬいており，あるいは函淵属をも

貫ぬくiTT能't4:があると;考えられている c また， トロニエム若の場合でも，中部エゾ層群を

入ぬいていることが確められてし)る「また， ur~*文6が中部エプ層群の背斜構造の翼部に近

入していることが明らかにされている c このような事実から考えれば，少なくとも，蛇紋

岩の近入は，中部エソ1同群を摺fHI させた構造運動に関係してりるとみることができる。こ

の「司幅地域ででは，自主系の分布地域にはurと紋宕はみられないが，基盤崩の摺曲構造の翼

部に近入するというよく似たiモ質がみとめられる♂ したがって，蛇紋岩の近入が，ほぼ同

ーの時 !~J とみられるので，基盤崩の摺fUj構造には，中部エプ層群を摺山させた構造要素が

それ以前のものに加算されてあらわれているとみなければならないc

現状においては，変成帯内部の火成活動や変成作用と，そのまわりの地域のそれとの関

係が明らかでないっ将来，蛇紋岩とかんらん岩，また，両地域の角閃岩やソーシェノレ石は

んれしJ 、岩などの関係が明らかにされ，さらに，徹底的な構造解析がおこなわれると，これ

らの問題は解明できるであろう c

したがって現段階では，各種の変成作用や火成作用が行なわれた時期，つまり造L! r期は，

白主紀の全期あるいは， r5第三紀にまでかかると推定するにとどめたい。

iii 造山末期

造岩末期は，火成作用や変成作用が終り，このようなi活苫動を行なつた地域カがf丸し】ちじるし

い _f上1ヒ二 h斤!

時埠期iにあたる

この地域では，はじめに N-Syt:の一般構造に平行な列断運動や断層運動が行なわれた

とみられる。このような運動は，おもに，異種岩石の境界部で強調されているとこの場合，

この場合，上部エゾ層群も中部エゾ府群と同様の構造をしめすとみられている c したが

って，蛇紋岩の近入が，あるいは，かなり新しい時代に入る可能性もあるとおもわれる。
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3 チャート (Chert)
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第 33 図 長末期とみられる断層系の発達の状態(神間古滞構浩帯)
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おそらく，それ以前にすでに形成されたとおもわれる明断面にそって，転移しているものが

かなりあるものと;考えられる c これらの後に， N60つE および N600W 方向の断層運動が

行なわれている。この断府は， 1M主計を横断するところでは， I同よし〉破砕帯をつくってい

るが，白主系を横切る位毘では，余り破砕;11\;をつくっていない。そして，一番最後に， E­

W 系の方向性をとるブロヅク断府，;'H動が活発に行なわれ，各地府は，ずたずたに切り裂か

れていっている。一般的には，これらの各断!日は，中軸変成帯タトの地域でとくにいちじる

しいようである c なお，これらの断)1;"1'I)'~_五動の l時代は，川端期以後と考えられる。

IV 応 JTJ 地質

この図幅地域内には，みるべき鉱床は賦存していないっそれでもこの地域に賦存してい

る鉱床としては，中軸変成 'ilY 内の合銅!ifr[化鉄鉱床，蛇紋岩中のクロ鉄鉱床のほかに，イド

ユノナップ居中の石灰石鉱床などがあげられるつこのほか，神居古津構造帯の蛇紋岩近入帯

の東 1nUI 乙，いちじるしい拡化市がみられるつまた，ぺシケアプカサンベ川ヒ流の日高西禄

構造 fi? の輝緑岩中に，合金石英脈や水銀鉱山が目玉 JJf1 していることが伝えられているが，今

日の調査では確認できなかった。

1含銅硫化鉄鉱床(高隆鉱山) (Cu)

この鉱床は，図幅地域の東南端コイポク長/ベチャリ川中流で，静内から乙/ベチャリ J II を

さかのぼること約 50km のところにあるつこの鉱床は，かなり以前から知られていたもの

であるが，地Jl R!'r りな思条件のためにわずかに地表調査がおこなわれているにすぎない。現

在は，本流および支流の河岸に露頭がみられるだけである。

鉱床は，変成帯中のソ -i/ ェノレ石はんれい岩 11rの中にあるわそこは， ソ -i/ ェノレ石はん

れい岩 ;r! rと緑色角閃石片状角閃忠帯との聞に発達するセプタの約 300m 東方にあたり，鉱

床の目玉胎するほ岩はソ -i/ ェノレ石はんれい岩中の角閃岩相であるの

この鉱床は，角閃岩の構造とほぼ整合的に旺胎しており，約1. 5km の聞に，露頭が点

在するものである。露頭ごとに，鉱床が相当違っていて，各出頭はそれぞれ別個の鉱体を

形成しているもののようである。

最市立 ;ij の路頭は，幅約 5cm 平均の細長いもので，延長が約 25m ていど確認される塊鉱

鉱体であるハ走向は角閃岩の片用と平行した N200W 方向であるが，傾斜は角閃岩のそれ

が 70
C

NE 平均であるのに対して 50
0

NE ぐらいの傾斜をしめしている。鉱石鉱物は，磁鉄

鉱， 1詰硫鉄自 11: ，武鉄鉱，および黄銅鉱で，部分的に多量の黄銅鉱が濃集しているところが
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ある。母岩の変質は，それほどいちじるしいものではないが，石英，斜長石，各種の角閃

石，透輝石，緑れん石，緑泥石などが不規則に組合わさって生成されている。とくに，石英

はプーノレ状あるいは脈状となって多量にみられる。

塊鉱鉱体の約 160m ほど北方には，本jftを横断する露頭がみられる c それは，幅約 4m

の到断帯の中 l乙黄鉄鉱が鉱染したガリ鉱だけからなり，塊鉱はみられない。ピリ脈状に，

磁鉄鉱や黄銅鉱が形成されている場合がある ο ここでは，石見と緑泥岩が多いひ

そこから約 500m ほど北方の支流に，幅約 30cm ぐらいで， 12m ほど延長が確認でき

る露頭があるのそれは，大型の黄鉄鉱が鉱染したガリ鉱からなるもので，少量の磁鉄鉱，

磁硫鉄鉱，黄銅鉱がともなわれている。

以上の露頭のほか，硫化鉄鉱が鉱染したところや，磁鉄鉱だけが形成されたところなど

がある。これらの露頭相互の関係は，よくわかっていないので，この鉱床が全体としてど

のような形態をとって旺胎しているものか不明である。塊鉱は相当高品位のものであり，

ガリ鉱も一応稼行可能な品位を保持している。したがって，今後規模の大きいおよ体が発見

されれば開発も可能となるであろう。

2 クロム鉄鉱床 (Cr)

ピワ岳の東方を，北北西一南東方向に走る蛇紋岩体がある。この岩体は ， v ェシベツ川

から新冠川本流， さらに北上して，その支流モワレノレカ乙/ェペ沢にぬけるものである o V

ェシベツ ]11から新冠川本流にかけては，幅数 100m の小岩体の群集であるが，ピウ岳東方

では，それらは一つになってl屈はやや広くなり， 1km を越えるようになる。このように，

蛇紋岩体が大きくなると，クロム鉄鉱の転石が目立って多くなる。

この蛇紋岩体中で，最もクロム鉄鉱の転石が多いのは，ピワ岳の東出尾根の北および南

の地域である。ことに南のアイマベツ沢の地域では，ほとんどの小沢にも，クロム鉄鉱の転

石がみとめられ，所によっては，直径 50cm から 1m に達する大きな鉱塊が群集して沢の

中にみられることがあるの鉱床の露頭も，数カ所に発見されているのしかし，蛇紋岩休中

には多くの男断帯が発達し，蛇紋岩は片状化と粘土化がいちじるしい。したがって，クロ

ム鉄鉱床も変位変形がいちじるしく，初生形態をほとんど失ってレンズ状を呈して旺胎し，

きわめて探査が困難である。

二三二二千十三ム二二~--=========-=土士二τ「ニ=二二 現在まで，有望な鉱体が発見

Cr2031Alz03 FeO SiOz ICaO IMgO
一一十一一寸一一イ一一ー されていないが，蛇紋岩体が小

51.27! 15.601 12.011 0.601 0.961 15.77i -~ -~I -----1 ----I ----I さいことから考えても，大きな

分析者北海道立地下資源調査所技師佐藤厳 期待を持つことはできない。な
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お，参考までに，この地域で採取された流鉱の位品をしめせば，次のように Cr203 は 50%

を越える高品位鉱である。

3石灰石鉱床 (Ls)

イドシナザプ層の上部とみられる届準には，多くのレンズ状石灰石鉱体が賦存している 3

しかし，そのほとんどのものは，幅 10m 内外の小さな岩体で，そのもっとも大きいもので

も 30m の厚さの岩体にすぎない。この図幅調査のときに，新冠川本流で大規模の石灰石

の岩体を発見したが，その大部分は幌尻岳図幅地域内にふくまれており，この地域にはそ

の延長部とみられるその一部が露出しているだけである。したがって，この阿幅地域内の

石氏石鉱床は，採掘の対象となるものではない。

4 鉱化帯 (Me)

この間幅地域の基盤岩類の中には，各所に鉱化帯が発達している。このうち，とくにそ

の発達がいちじるしいのは，神居古揮構造帯の蛇紋岩体の東側に発達しているものであるコ

岩清水附近にみられるものは， ，幅約 50-100 mほどで，延長約 1km ていどである。また

北部のモワレノレカシェペ沢の蛇紋岩体の東側にも，同じ織な鉱化帯が幅約 100m，延長約

2,000 m ほどにわたって発達している。この鉱化帯は，いちじるしく粘土化されており，

その中に多是の黄鉄鉱が鉱染している。一部には，珪化帯が発達している c そして，部分

的ではあるが，黄鉄鉱の塊状およがみとめられる。
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x20

PL1含ラジオラリヤ珪質輝緑凝灰岩

(Radiolarianbearingsiliceousschalstein)

〔新冠川中流〕

PL2珪質硬砂岩ーイドンナップ層

(Siliceouswacke)[新冠川上流〕



PL3 輝緑凝灰岩

(Commonschalsteim)(新冠川中流〕

PL4角礁質輝緑凝灰岩
(Brecciahearingschalstein)(新冠川中流〕



PL5 方解石中の針状らんせん石集合部

(Needleglaucophaneaggregateincalcite) (新冠川〕

PL6 緑色片岩ーミロナイト質岩相

(Greenschist-Myloniticfacies)(シュンベツ )1 1]



し一一一一 …しー一一 --' 2mm 十ニコノレ

pι7 セプタ (Septa)

Ho:(初色角閃石)Q:(1 i 英)

PL8 谷仁;伏格治をしめす正規製スピライト

(Normaltypespilitecontainingamygdules)(新冠川中流〕



PL9 斜長石斑晶をふくむ正規型スピライト

(Plagioclasephenocrystsbearingnormaltypespilite)(新冠川中流〕

PL10 脊仁状構造をしめす正規型スピライト

(Normaltypespilitecontainingamygdules)(新冠川中流〕



PL11 正規 )~J スピライト

(Normaltypespilite)

PL12 正規明スピライト(柱状節理をしめず)

Normaltypespilite(IndicatingColuminajoint) (新 Jr£ )11 小流〕



PL13 チタン質単斜輝石の発達しているスピライト

(Spilitedevelopingtitaniferousmonoclinicpyroxenes)

〔新冠川中流〕

PL14 中粒輝緑岩

(Mediumgraineddiabase)(シュンベツ川上流〕



PL 将来ffi 粒古車線岩

(Finegraineddiabase) Cパンヘツのれ〕

PL16 緑色角肉石 n- ~伏角関岩

(Greenhornblendeschistoseamphibolite)

〔シュンヘア JI !J::流〕



12mm 十ニコノレ

PL17 ソシューノレ石はんれい岩中のかなり火成岩構造をとどめている岩相

(Therockfaciesholdingigneoustextureinsaussuritegabbro)

Ho: 褐色角閃石 (brown hornblende)(シュンベツ川上流〕

12mm +ニコノレ

PL18 かんらん石はんれい引 (Olivine gabbro)

01: かんらん石 (olivine) Py:普通輝石 (augite) (シカシナイ山〕



12mm 十ニコノレ

PL19 ソシューノレム l はんれいお〈交代相)

(Metasomaticfaciesofsaussuritegabbro)
PI: 斜長1.i (plagiocl 註se) Ho: 緑色角閃石 (greenhornblende)

〔シュンベツ )I[ 上流〕

2mm 十ニコノレ

P主 20m 色角肉訂角関右 (Brown hornblendeamphibolite)
Ho: 褐色角閃 1_' (brownhornblende) Cジュンベツ JII)



PL21 粗粒輝緑岩

(Coarsediabase)(新冠川〕

12mm

PL22 トロニエム扮岩 (Trondhjem -porphyrite)

〔新冠川〕



EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

(Scale, 1:50,000)

IDONNAPPUDAKE

(Kushiro-56)

By

MamoruSuzuki

HiroshiOsanai

KoheiMatsui

lunWatanabe

(GeologicalSurveyofHokkaidδ)

Resume

Thesheet-map“ Idonnappudake" coverstheareaonthewestern

sideoftheHidakamountainrangeformingaquadranglebetween

longitudeto142ー30'to142ー45'Eandlatitude42ー30'to42ー40'N.

InthisareaincludedintheaxialtectoniczoneofHokkaidδ ， there

aretwoprominanttectoniczones~ TheoneistheHidakatectonic

zoneandtheothertheKamuikotan. Theformerismoreoverdivided

intothreetectonic, units, namelyfromwesttoeasttheHidakawestern

tectonic zone, theHidakafrontfoldedzoneandtheHidakaaxial
metamorphiczone. BetweentheKamikotanandtheHidakatectonic

zones, Cretaceousseriesaresituatedinanarrowbelt. Eachofthese

unitsrespectivlypresentsconspicuousparallelzonalarrangement.

Sedimentaryrocks

ThesedimentaryrocksoftheareaaremadeupofPre-Cretaceous,

Cretaceous, NeogeneTertiaryandQuaternarydeposits.

ThePre-Cretaceousseriesisdividedintotwo formations , which

n
H
d

p
h
d



Stratigraphicalsequences

Geologicalage' Stratigraphicalsequence

αMm吋t:己lU帽Hロ
GracialDeposits

Deluviume

Tρerracρe dρepos叫it冒LeuilqM唱hA

ωZωロω。凶E-o乞gωt: Miocene Kashikoshioumanaigawaformation

v v

iiNNiuikkaapbpiruaggaawwaaformation

占芯E
MiddleEzoGroup

GyIiakian gawaformation

Miyakoan
-- ，、 .-- ~ v

LowerEzoGroup-Sδsyubetsugawa formation

(fault)

IwashimiZllformation
ThelowestformationofSorachigroup

Jurassic-Triassic HidakaSuper-group
IdonnappuformatIon
g(Trohuep)upper-mortformationofkarr111i

areconstructedoftheIdonnappuformationinthelowerpartandofthe

Iwashimizuformationintheupper. Theformermaypresumablybe

correlatedtotheupper formation , theShor のkanbetsu ， oftheKamui

group, whichhithertohasbeencalledtheupperHidakagroupandthe

lattertothelowermember,theAshibetsudakeschalstein,oftheYamabe

formationofthe Sorachigroup.

TheIdonnappuformtioniscomposedchieflyofradiolariancherts,

slatesandsandstones, inadditiontowhichtherearesmallamountsof

thinlayersofschaltsteinsandlimestones. TheIwashimizuformationlies

conformablyontheIdonnappu. Itconsistsofpredominantvolcanic

brecciasandtuffs, so-called schalstein, andsmallamountsofcherts,

slatesandsandstones. Besides, manypillowlavasexistamongthebeds

oftheseformations. Owingtostructuraldisturbancesanddeficiency
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ofthekeybedthedetailsofthestratigraphicsequenceandgeologic

structu!"eoftheseformationsarestillnotperfectlyclear. Though

fossilsoccur!"areJyinthem, theyseemtocorrespondfromTriassicto

Jurassicjudgingfrompreviouslypublishedreports.

TheCretaceousseriesaredividedintotwogroups, thelowerand

themiddleYezo. TheS6shubetsefo!"mationistheonlyoneofthe

lowerYezogrouponthemappedarea. Itconsistsofblackshales

andgreyorfinedarkgreysandstones. InthisareatheMiddleYezo

groupisrepresetedbytwoformationsofwhichtheloweriscalledthe

NukabiragawaformationandtheuppertheNiikappugawa. Theformer

coverstheprecedingformationsunconformablY, andconsistsofsandｭ

stonecontainingsmallamountsofshalesandwhitetu 旺s. Conglomerate

islocatedinthelowestpartoftheformation. TheNiikappugawa

formationliesconformablyonthe Nukabiragawa. Shaleisthe

chiefconstituentmemberintheformation , butmoreorlesstufaceous

sandstonesareintercalated.

TheNeogeneTertiaryoftheareaisconstructedonlyofthe

Kashikoshioumanaizawaformationwhichliesunconformablyonthe

Idonnappuformation. Atthelowestpartofthisformationconglomeｭ

rateslieandfromthelowertotheupperalargepartofitconsistsof

shaleinwhichmanycalcareousnodulesarecontained. Thinbedsof

sandstonesareintercalated.

Quaternarydepositsoftheareaarebedsofgravelandofsandwhich

canbeobservedasterracedepositsalongtheriversides. Othermorainic

depositsaredistributedonthenorth-eastsideofNamewakkadake.

Metamorphicrocks

Themetamorphicrocksfoundintheareacanbeclassifiedinto

twotypes. TheoneisexposedintheaxialcoreoftheHidaka

metamorphiczone, showinggreenschistandseptarock. Theother

isdistributedinthewesternareaofaxialcore;itconsistsofhornfels,

semi-schistandglaucophane-bearingrock.

Greenschistformsthewesternbeltoftheaxialcore. Therock

consistsofgranularquartz, plagioclaseandactinoliticamphibole. Itis

afine-grainedmyloniticrockandremarkablysohistose. Thebounday
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'"
betweenthewesternedgeoftherockandtheIdonnappuformationis

boundedbyalargescaledoverthru~ t.

Septarockisfoundinnarrowbands, ofabout10'"""'20m width,

betweenbasicintrusivebodies. Itshowsschistosehornfelsic , biotite

gneissicroprophyroid-likefacies.

Hornfelsisfoundinarestrictedpartofthewesternoutsidealong

theaxialcore. Itislow-grademetamorphicrockandretainsoriginal

sandgrains.

Semi-schistconsistsofblackphylliteorgreenschisticrock. This

rockissituatedinshearingzones, especiallyintheeasternsideofinｭ

trusivezonesofserpentinites.

Glaucophane-bearingrockhasbeenobserved onlyin intrusive

beltsofserpentinitesintheKamuikotanzoneupuntiltheprsent. This

rockisdividedintosiliceous facies, whichtheoneseemstobeof

radiolarianchertorigin, andtheotherhasanassembagewithgarnet,

calciteandgranularquartz.

Igneousrocks

Igneous~ocks inthismappedareaaredividedintotwogroups.

TheoneformstheaxialcoreoftheHidakametamorphiczoneandthe

otherisfoundintheKamuikotantectonic ,theHidakawesternfoldedand

theHidakafronttectoniczone. Therearevariouskindsofigneousrocks.

Itseemsthatspiliticrocksaree百usives orintrusivesofthelatter

stageoftheHidakageosynclinaldeposits. Therocksarecharacterized

bythepresenceofalbiticplagioclaseswhichshowgenerallybended "‘
behavior.

Therocksaredistinguishedasfollowsintovariousrockfacies.

(hrmal…m
Fineandmediumgraineddiabases

Meta-diabase

ThenormaltypespilitesarefoundintheIwaahimizuformation

andtheupperpartoftheIdonnappuformation. Alargepartofthe

spilitesofthistypearefoundintheformofpillow lavas, butmore

orlessoflavabeds.

Thesignificantfeaturesoftherockscan bestatedasfollows;
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1)Theyhaveatingeofdarkreddishbrown;2) Theyaregenerally

anaphaniticrockcontainingmanyamygdules;3)Theyarecomposed

ofplagioclase(0.03---0.05X0.4---0.6mm) , pyroxeneandchlorite. The

pyroxenesareatitanifereousaugitecharacterizedbylightvioletcolor,

butingeneralarefewowingtohavingbeenreplacedbyoreminerals,

haematiteandilmenite;4) Theyshowgenerallyhialo ・ophitic texture,

butafewtexturesdi 百erent fromthecharacteristiconeofthistype

arerecoginized. Thesearepilotaxitic, hialopiliticandsub-ophitic.

Thefineandmediumgraineddiabasesarefoundalmostentirely

intheHidakawesterntetonicτone ， withafewintheIdonnappuforｭ

mation. Theyseemtoformintrusivebodiesatseveralplaces, butthe

detailsoftheiroccurrencesarenotyetclear. Thediabasesofthis

typearefinetomediumgrained, andarecharacterizedbydeepgreen

color, andbythepresenceofsomewhatbendedalbiticplagioclase(0.05

X0.5---0.9mm). Therocksshowophiticorsub-ophitictexture.

Themeta-diabaseisfoundintheIdonnappuformation.Itispresumaｭ

bIyanintrusiverock, butitscharacterisnotclear. Itissubstantially

altered by the occurrence of variousmicro-crystals of needle-like

actinoliteandotherminerals.

TheotherigneousrocksoftheKamuikotantectoniczoneandthe

Hidakawestern.foldedzoneconsitsofcoarse diabases, saussurite

gabbro, serpentinite, microdioriteandtrondhjemite.

Thecoarsedisbasesarefoundinsheetordykeform. Therocks

consistofverycoarse-grained plagioclaseand monoclinic pyroxene,

whichshowophitictexture. Theolivindiabaseof.whichtheolivineis

alteredbychloriteorbowlingite, isknownintheotherhandspecimens.

Thesaussuritegabbroisalittledi 妊erent fromthatoftheHidaka

metamorphiczone. Thisrockisonlyfoundinserpentiniteintrusive

zonesandingeneralitseemstobeanolderintrusiveonethanthe

serpentinitebutthedetailofitsoccurrenceisnotclear. Therock

ismadeupoflargecrystalsofsaussuritized plagioclase, monoclinic

pyroxeneandactinolitic hornblende, andfurthermoretheseminerals

aresubstantialyalteredbyprehnite, chloriteandothers.

Theserpentinitesarethemostimportantigneousrockinthearea
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exceptingtheaxialmetamorphiczone. Thissortofrockformsvarious

largeandsmallrockbodiesthatintrudeintoshearedzones. The

serpentinitesinthisareashowlargelyfoliatedhabitastheresultof

lateshearingmovementsoftheHidakaorogenesis.Intheserpentinite

foundinthenorthernpartoftheKamuikotantectoniczonethereaτe

chτomite oredeposits.

Manysmanbodiesofmicrodioriteandtrondhjemitearefoundas

cross-cutdykesthroughtheserpentinitesorslates.

Therearevariousbasicigneousrocksintheaxialcoreofthe

Hidakametamorphiczone. All therocksshowschisticorfoliated

habitandmutuallyparallelarrangement. Fromwesttoeasttheyare

dividedintothreerockfacies , namelytheyaregreenhornblendeschiｭ

stoseamphibolite, saussuritegabbroandbrownhornblendeamphibolite.

Betweeneachoftheserocksthereareboundaryshearedzoneorsepta.

Thegreenhornblendeschistoseamphiboliteisadarkgreenish

remarkableschistose. Ingeneraiaspectitischaracterizedbydevel0 ・

pementofptigmaticveinsofquartz-plagioclase. Itconsistsofdeep

green hornblende, plagioclase (An=25 ,.....,38%) , and a littlequartz
whiletheotherconstituentscompriseofepidote, spheneandilmenite.

Hornblendeisthemostprominantmineraloccupyng 60 ,.....,80% by

volume;itshowsnematoblasticassemblage.

Thesaussuritegabbroischaracteizedbythepresenceofsaussur-

itizedplagioclasestingedwithpaleviolettothenakedeye. Asthe

rockhasbeensubjectedtometamorphismalargepartoftherockbody I'

isintenselyamphibo1itized. Thisamphibolitizedfaciesretainscharacter

liketotheabovementionedschistoseamphibolite. But:themassive

partwhichhasremainedfreefrom amphibolitization shows clear

gabbroictexture. Manyidiomorphicplagioclasesarefoundinthis

part;besides, granll1armonoclinicpyroxenesshowingirregularform

asrelicmineralhaveremainedinlargeuralitichornblendes.

Thebrownhornblendeamphiboliteis assumed totheearliest

intrusionofdiabasesofthemetamorphiczone. Therockshowsclear

granoblastictextureconsistingofbrownhornblende, plagioclase(An=

22 ,.....,35%)andalittlebiotiteorquartz.
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